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(57)【要約】
【課題】モニタリング装置を交換した場合であっても、
交換前と同じ条件でモニタリングを継続することができ
る技術を提供することを課題とする。
【解決手段】映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ
－１が有する特徴を記録する特徴データを含む管理デー
タ５７を保持する。特徴データ取得部５６２は、モニタ
リング装置Ｍ－４がモニタリング装置Ｍ－１の代替装置
の候補として検出された場合、モニタリング装置Ｍ－４
が有する特徴を記録する特徴データ３４を取得する。判
断部５６３は、モニタリング装置Ｍ－１，Ｍ－４の特徴
データに基づいて、モニタリング装置Ｍ－４を代替装置
として使用できるか否かを判断する。モニタリング装置
Ｍ－４を代替装置として使用できる場合、更新部５６４
は、モニタリング装置Ｍ－４を管理対象に含めるように
管理データ５７を更新する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の位置に設置された第１モニタリング装置と、
　前記第１モニタリング装置の識別データと、前記第１モニタリング装置が有する特徴を
記録する第１特徴データとを対応付けた管理データを用いて、前記第１モニタリング装置
を管理する管理装置と、を備え、
　前記管理装置は、
　前記第１モニタリング装置の代わりとなる代替装置の候補を探索する探索部と、
　第２モニタリング装置が前記代替装置の候補として前記探索部により検出された場合、
前記第２モニタリング装置が有する特徴を記録する第２特徴データを取得する特徴データ
取得部と、
　前記第１特徴データと前記第２特徴データとに基づいて、前記第２モニタリング装置を
前記代替装置として使用できるか否かを判断する判断部と、
　前記判断部が前記第２モニタリング装置を前記代替装置として使用できると判断した場
合、前記第１モニタリング装置の代替装置として前記第２モニタリング装置を管理対象に
含めるように前記管理データを更新する更新部と、を備えるモニタリングシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のモニタリングシステムであって、
　前記第１特徴データは、
　前記第１モニタリング装置が元来有する特徴のうち、モニタリングで用いられている特
徴を記録した使用中特徴データ、を含み、
　前記第２特徴データは、
　前記第２モニタリング装置が元来有する特徴を記録した固有特徴データ、を含み、
　前記判断部は、前記使用中特徴データと前記固有特徴データとに基づいて、前記第２モ
ニタリング装置を前記代替装置として使用できるか否かを判断するモニタリングシステム
。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のモニタリングシステムであって、
　前記管理装置は、さらに、
　前記判断部が前記第２モニタリング装置を前記代替装置として使用できると判断した場
合、前記第１モニタリング装置についての設定ファイルを取得して前記第２モニタリング
装置に送信する装置管理部、を備えるモニタリングシステム。
【請求項４】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のモニタリングシステムであって、さらに、
　前記第２モニタリング装置と接続される通信端末、を備え、
　前記通信端末は、
　前記第２モニタリング装置の撮像状態を特定するアシスト情報をリアルタイムで前記第
２モニタリング装置から受信するリアルタイム受信部と、
　前記第１モニタリング装置により予め生成され、前記所定の位置に設置された前記第１
モニタリング装置の撮像状態を特定する参照データを取得する参照データ取得部と、
　前記アシスト情報と前記参照データとを用いて、前記第２のモニタリング装置の撮像状
態を調整するためのアシスト画面を表示する調整アシスト部と、を備えるモニタリングシ
ステム。
【請求項５】
　請求項４に記載のモニタリング装置であって、
　前記アシスト情報は、前記第２モニタリング装置により撮影された画像データ、を含み
、
　前記参照データは、前記所定の位置に設定された前記第１モニタリング装置により予め
撮影された参照画像データ、を含むモニタリングシステム。
【請求項６】
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　請求項５に記載のモニタリングシステムであって、
　前記第１モニタリング装置及び第２モニタリング装置の各々は、
　加速度センサ、を備え、
　前記アシスト情報は、前記第２モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速
度、を含み、
　前記参照データは、前記第１モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速度
である参照加速度データ、を含み、
　前記調整アシスト部は、前記参照加速度データと、前記第２モニタリング装置の加速度
センサにより検出された加速度とに基づいて、前記第２モニタリング装置の上下方向の向
きが適切か否かを判断し、その判断結果を前記アシスト画面に反映させる、モニタリング
システム。
【請求項７】
　請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のモニタリングシステムであって、さらに、
　前記第２モニタリング装置は、
　前記第１モニタリング装置により予め生成され、前記所定の位置に設置された前記第１
モニタリング装置の撮像状態を特定する参照データを取得する参照データ取得部と、
　前記参照データと前記第２モニタリング装置の撮像状態を特定するアシスト情報とを用
いて、前記第２モニタリング装置の撮影方向及び画角を調整するためのアシスト画面を表
示する調整アシスト部と、を備えるモニタリングシステム。
【請求項８】
　請求項７に記載のモニタリングシステムであって、
　前記アシスト情報は、前記第２モニタリング装置により撮影された画像データ、を含み
、
　前記参照データは、前記所定の位置に設定された前記第１モニタリング装置により予め
撮影された参照画像データ、を含むモニタリングシステム。
【請求項９】
　請求項８に記載のモニタリングシステムであって、
　前記第１モニタリング装置及び第２モニタリング装置の各々は、
　加速度センサ、を備え、
　前記アシスト情報は、前記第２モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速
度、を含み、
　前記参照データは、前記第１モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速度
である参照加速度データ、を含み、
　前記調整アシスト部は、前記参照加速度データと、前記第２モニタリング装置の加速度
センサにより検出された加速度とに基づいて、前記第２モニタリング装置の上下方向の向
きが適切か否かを判断し、その判断結果を前記アシスト画面に反映させる、モニタリング
システム。
【請求項１０】
　請求項１ないし請求項９のいずれかに記載のモニタリングシステムであって、
　前記管理装置と前記第２モニタリング装置とは、パブリッシュ・サブスクライブ方式の
通信プロトコルを用いて通信を行うモニタリングシステム。
【請求項１１】
　請求項４ないし請求項６のいずれかに記載のモニタリングシステムであって、
　前記第２モニタリング装置と前記通信端末とは、パブリッシュ・サブスクライブ方式の
通信プロトコルを用いて通信を行うモニタリングシステム。
【請求項１２】
　所定の位置に設置された第１モニタリング装置と接続された管理装置であって、
　前記第１モニタリング装置の識別データと、前記第１モニタリング装置が有する特徴を
記録する第１特徴データとを対応付けた管理データを用いて、前記第１モニタリング装置
を管理する管理部と、
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　前記第１モニタリング装置の代わりとなる代替装置の候補を探索する探索部と、
　第２モニタリング装置が前記代替装置の候補として前記探索部により検出された場合、
前記第２モニタリング装置が有する特徴を記録する第２特徴データを取得する特徴データ
取得部と、
　前記第１特徴データと前記第２特徴データとに基づいて、前記第２モニタリング装置を
前記代替装置として使用できるか否かを判断する判断部と、
　前記判断部が前記第２モニタリング装置を前記代替装置として使用できると判断した場
合、前記第１モニタリング装置の代替装置として前記第２モニタリング装置が管理対象に
含めるように、前記管理データを更新する更新部と、を備える管理装置。
【請求項１３】
　所定の位置に設置された第１モニタリング装置の代わりに用いられる代替用モニタリン
グ装置であって、
　前記第１モニタリング装置が有する特徴を記録する第１特徴データを取得する特徴デー
タ取得部と、
　取得した前記第１特徴データと、前記代替用モニタリング装置が有する特徴を記録した
第２特徴データとに基づいて、前記代替用モニタリング装置が前記第１モニタリング装置
の代替装置として動作できるか否かを判断する判断部と、を備える代替用モニタリング装
置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の代替用モニタリング装置であって、
　前記第１特徴データは、
　前記第１モニタリング装置が元来有する特徴のうち、モニタリングで用いられている特
徴を記録した使用中特徴データ、を含み、
　前記第２特徴データは、
　前記代替用モニタリング装置が元来有する特徴を記録した固有特徴データ、を含み、
　前記判断部は、前記使用中特徴データと前記固有特徴データとに基づいて、前記代替用
モニタリング装置が前記代替装置として動作できるか否かを判断する代替用モニタリング
装置。
【請求項１５】
　請求項１３又は請求項１４に記載の代替用モニタリング装置であって、さらに、
　前記代替用モニタリング装置が前記代替装置として動作できると前記判断部が判断した
場合、前記第１モニタリング装置についての設定ファイルを取得し、取得した前記設定フ
ァイルに基づいて前記代替用モニタリング装置のモニタリング条件を変更する動作管理部
、を備える代替用モニタリング装置。
【請求項１６】
　請求項１３ないし請求項１５のいずれかに記載の代替用モニタリング装置であって、さ
らに、
　前記第１モニタリング装置の撮像状態を特定する参照データと、前記代替用モニタリン
グ装置から送信されるアシスト情報とに基づいて、前記代替用モニタリング装置の撮像状
態を調整するためのアシスト画面を表示する通信端末に、前記アシスト情報を送信するア
シスト情報送信部、を備える代替用モニタリング装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の代替用モニタリング装置であって、
　前記アシスト情報は、前記代替用モニタリング装置により撮影された画像データ、を含
み、
　前記参照データは、前記所定の位置に設定された前記第１モニタリング装置により予め
撮影された参照画像データ、を含む代替用モニタリング装置。
【請求項１８】
　請求項１６又は請求項１７に記載の代替用モニタリング装置であって、さらに、
　加速度センサ、を備え、
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　前記アシスト情報は、前記加速度センサにより検出された加速度、を含み、
　前記参照データは、前記第１モニタリング装置により検出された加速度である参照加速
度データ、を含む、代替用モニタリング装置。
【請求項１９】
　請求項１３ないし請求項１５のいずれかに記載の代替用モニタリング装置であって、さ
らに、
　前記第１モニタリング装置により予め生成され、前記所定の位置に設置された前記第１
モニタリング装置の撮像状態を特定する参照データを取得する参照データ取得部と、
　前記参照データと前記代替用モニタリング装置の撮像状態を特定するアシスト情報とを
用いて、前記代替用モニタリング装置の撮影方向及び画角を調整するためのアシスト画面
を表示する調整アシスト部と、を備える代替用モニタリング装置。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の代替用モニタリング装置であって、
　前記アシスト情報は、前記代替用モニタリング装置により撮影された画像データ、を含
み、
　前記参照データは、前記所定の位置に設定された前記第１モニタリング装置により予め
撮影された参照画像データ、を含む代替用モニタリング装置。
【請求項２１】
　請求項１９又は請求項２０に記載の代替用モニタリング装置であって、さらに、
　加速度センサ、を備え、
　前記アシスト情報は、前記加速度センサにより検出された加速度、を含み、
　前記参照データは、前記第１モニタリング装置により検出された加速度である参照加速
度データ、を含み、
　前記調整アシスト部は、前記参照加速度データと、前記加速度センサにより検出された
加速度とに基づいて、前記代替用モニタリング装置の上下方向の向きが適切か否かを判断
し、その判断結果を前記アシスト画面に反映させる、代替用モニタリング装置。
 
 

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モニタリングシステムに関し、さらに詳しくは、モニタリング装置と、モニ
タリング装置を管理する管理装置とを備えるモニタリングシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、施設に対する不正侵入を防止するために、モニタリングシステムが施設内に
導入されている。例えば、モニタリングシステムは、複数のモニタリング装置と、複数の
モニタリング装置が取得した監視データを収集するサーバとを備える。モニタリング装置
は、例えば、カメラである。特許文献１には、複数の監視カメラにより撮影された複数の
映像を１つの画面に表示するために、複数の映像を合成する監視用テレビジョン装置が開
示されている。
【０００３】
　モニタリング装置が故障した場合、モニタリング装置の代替装置を用いてモニタリング
を継続する必要がある。しかし、代替装置が、故障したモニタリング装置がモニタリング
で使用している特徴を有していない場合、モニタリング装置が故障する前と同じモニタリ
ング条件でモニタリングを継続することができないという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開平９－２４７６５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、モニタリング装置を他のモニタリング装置に交換した場合であっても
、モニタリング装置の交換前と同じモニタリング条件でモニタリングを継続することがで
きるモニタリングシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１記載の発明は、モニタリングシステムであって、所
定の位置に設置された第１モニタリング装置と、前記第１モニタリング装置の識別データ
と、前記第１モニタリング装置が有する特徴を記録する第１特徴データとを対応付けた管
理データを用いて、前記第１モニタリング装置を管理する管理装置と、を備え、前記管理
装置は、前記第１モニタリング装置の代わりとなる代替装置の候補を探索する探索部と、
第２モニタリング装置が前記代替装置の候補として前記探索部により検出された場合、前
記第２モニタリング装置が有する特徴を記録する第２特徴データを取得する特徴データ取
得部と、前記第１特徴データと前記第２特徴データとに基づいて、前記第２モニタリング
装置を前記代替装置として使用できるか否かを判断する判断部と、前記判断部が前記第２
モニタリング装置を前記代替装置として使用できると判断した場合、前記第１モニタリン
グ装置の代替装置として前記第２モニタリング装置を管理対象に含めるように前記管理デ
ータを更新する更新部と、を備える。
【０００７】
　請求項２記載の発明は、請求項１に記載のモニタリングシステムであって、前記第１特
徴データは、前記第１モニタリング装置が元来有する特徴のうち、モニタリングで用いら
れている特徴を記録した使用中特徴データ、を含み、前記第２特徴データは、前記第２モ
ニタリング装置が元来有する特徴を記録した固有特徴データ、を含み、前記判断部は、前
記使用中特徴データと前記固有特徴データとに基づいて、前記第２モニタリング装置を前
記代替装置として使用できるか否かを判断する。
【０００８】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は請求項２に記載のモニタリングシステムであって
、前記管理装置は、さらに、前記判断部が前記第２モニタリング装置を前記代替装置とし
て使用できると判断した場合、前記第１モニタリング装置についての設定データを取得し
て前記第２モニタリング装置に送信する装置管理部、を備える。
【０００９】
　請求項４記載の発明は、請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のモニタリングシス
テムであって、さらに、前記第２モニタリング装置と接続される通信端末、を備え、前記
通信端末は、前記第２モニタリング装置の撮像状態を特定するアシスト情報をリアルタイ
ムで前記第２モニタリング装置から受信するリアルタイム受信部と、前記第１モニタリン
グ装置により予め生成され、前記所定の位置に設置された前記第１モニタリング装置の撮
像状態を特定する参照データを取得する参照データ取得部と、前記アシスト情報と前記参
照データとを用いて、前記第２のモニタリング装置の撮像状態を調整するためのアシスト
画面を表示する調整アシスト部と、を備える。
【００１０】
　請求項５記載の発明は、請求項４に記載のモニタリング装置であって、前記アシスト情
報は、前記第２モニタリング装置により撮影された画像データ、を含み、前記参照データ
は、前記所定の位置に設定された前記第１モニタリング装置により予め撮影された参照画
像データ、を含む。
【００１１】
　請求項６記載の発明は、請求項５に記載のモニタリングシステムであって、前記第１モ
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ニタリング装置及び第２モニタリング装置の各々は、加速度センサ、を備え、前記アシス
ト情報は、前記第２モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速度、を含み、
前記参照データは、前記第１モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速度で
ある参照加速度データ、を含み、前記調整アシスト部は、前記参照加速度データと、前記
第２モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速度とに基づいて、前記第２モ
ニタリング装置の上下方向の向きが適切か否かを判断し、その判断結果を前記アシスト画
面に反映させる。
【００１２】
　請求項７記載の発明は、請求項１ないし請求項３のいずれかに記載のモニタリングシス
テムであって、さらに、前記第２モニタリング装置は、前記第１モニタリング装置により
予め生成され、前記所定の位置に設置された前記第１モニタリング装置の撮像状態を特定
する参照データを取得する参照データ取得部と、前記参照データと前記第２モニタリング
装置の撮像状態を特定するアシスト情報とを用いて、前記第２モニタリング装置の撮影方
向及び画角を調整するためのアシスト画面を表示する調整アシスト部と、を備える
【００１３】
　請求項８に記載の発明は、請求項７に記載のモニタリングシステムであって、前記アシ
スト情報は、前記第２モニタリング装置により撮影された画像データ、を含み、前記参照
データは、前記所定の位置に設定された前記第１モニタリング装置により予め撮影された
参照画像データ、を含む。
【００１４】
　請求項９記載の発明は、請求項８に記載のモニタリングシステムであって、前記第１モ
ニタリング装置及び第２モニタリング装置の各々は、加速度センサ、を備え、前記アシス
ト情報は、前記第２モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速度、を含み、
前記参照データは、前記第１モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速度で
ある参照加速度データ、を含み、前記調整アシスト部は、前記参照加速度データと、前記
第２モニタリング装置の加速度センサにより検出された加速度とに基づいて、前記第２モ
ニタリング装置の上下方向の向きが適切か否かを判断し、その判断結果を前記アシスト画
面に反映させる。
【００１５】
　請求項１０記載の発明は、請求項１ないし請求項９のいずれかに記載のモニタリングシ
ステムであって、前記管理装置と前記第２モニタリング装置とは、パブリッシュ・サブス
クライブ方式の通信プロトコルを用いて通信を行う。
【００１６】
　請求項１１記載の発明は、請求項４ないし請求項６のいずれかに記載のモニタリングシ
ステムであって、前記第２モニタリング装置と前記通信端末とは、パブリッシュ・サブス
クライブ方式の通信プロトコルを用いて通信を行う。
【００１７】
　請求項１２記載の発明は、所定の位置に設置された第１モニタリング装置と接続された
管理装置であって、前記第１モニタリング装置の識別データと、前記第１モニタリング装
置が有する特徴を記録する第１特徴データとを対応付けた管理データを用いて、前記第１
モニタリング装置を管理する管理部と、前記第１モニタリング装置の代わりとなる代替装
置の候補を探索する探索部と、第２モニタリング装置が前記代替装置の候補として前記探
索部により検出された場合、前記第２モニタリング装置が有する特徴を記録する第２特徴
データを取得する特徴データ取得部と、前記第１特徴データと前記第２特徴データとに基
づいて、前記第２モニタリング装置を前記代替装置として使用できるか否かを判断する判
断部と、前記判断部が前記第２モニタリング装置を前記代替装置として使用できると判断
した場合、前記第１モニタリング装置の代替装置として前記第２モニタリング装置が管理
対象に含めるように、前記管理データを更新する更新部と、を備える。
【００１８】
　請求項１３記載の発明は、所定の位置に設置された第１モニタリング装置の代わりに用
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いられる代替用モニタリング装置であって、前記第１モニタリング装置が有する特徴を記
録する第１特徴データを取得する特徴データ取得部と、取得した前記第１特徴データと、
前記代替用モニタリング装置が有する特徴を記録した第２特徴データとに基づいて、前記
代替用モニタリング装置が前記第１モニタリング装置の代替装置として動作できるか否か
を判断する判断部と、を備える。
【００１９】
　請求項１４記載の発明は、請求項１３に記載の代替用モニタリング装置であって、前記
第１特徴データは、前記第１モニタリング装置が元来有する特徴のうち、モニタリングで
用いられている特徴を記録した使用中特徴データ、を含み、前記第２特徴データは、前記
代替用モニタリング装置が元来有する特徴を記録した固有特徴データ、を含み、前記判断
部は、前記使用中特徴データと前記固有特徴データとに基づいて、前記代替用モニタリン
グ装置が前記代替装置として動作できるか否かを判断する。
【００２０】
　請求項１５記載の発明は、請求項１３又は請求項１４に記載の代替用モニタリング装置
であって、さらに、前記代替用モニタリング装置が前記代替装置として動作できると前記
判断部が判断した場合、前記第１モニタリング装置についての設定ファイルを取得し、取
得した前記設定ファイルに基づいて前記代替用モニタリング装置のモニタリング条件を変
更する動作管理部、を備える。
【００２１】
　請求項１６記載の発明は、請求項１３ないし請求項１４のいずれかに記載の代替用モニ
タリング装置であって、さらに、前記第１モニタリング装置の撮像状態を特定する参照デ
ータと、前記代替用モニタリング装置から送信されるアシスト情報とに基づいて、前記代
替用モニタリング装置の撮像状態を調整するためのアシスト画面を表示する通信端末に、
前記アシスト情報を送信するアシスト情報送信部、を備える。
【００２２】
　請求項１７記載の発明は、請求項１６に記載の代替用モニタリング装置であって、前記
アシスト情報は、前記代替用モニタリング装置により撮影された画像データ、を含み、前
記参照データは、前記所定の位置に設定された前記第１モニタリング装置により予め撮影
された参照画像データ、を含む。
【００２３】
　請求項１８記載の発明は、請求項１６又は請求項１７に記載の代替用モニタリング装置
であって、さらに、加速度センサ、を備え、前記アシスト情報は、前記加速度センサによ
り検出された加速度、を含み、前記参照データは、前記第１モニタリング装置により検出
された加速度である参照加速度データ、を含む。
【００２４】
　請求項１９記載の発明は、請求項１３ないし請求項１５のいずれかに記載の代替用モニ
タリング装置であって、さらに、前記第１モニタリング装置により予め生成され、前記所
定の位置に設置された前記第１モニタリング装置の撮像状態を特定する参照データを取得
する参照データ取得部と、前記参照データと前記代替用モニタリング装置の撮像状態を特
定するアシスト情報とを用いて、前記代替用モニタリング装置の撮影方向及び画角を調整
するためのアシスト画面を表示する調整アシスト部と、を備える。
【００２５】
　請求項２０記載の発明は、請求項１９に記載の代替用モニタリング装置であって、前記
アシスト情報は、前記代替用モニタリング装置により撮影された画像データ、を含み、前
記参照データは、前記所定の位置に設定された前記第１モニタリング装置により予め撮影
された参照画像データ、を含む。
【００２６】
　請求項２１記載の発明は、請求項１９又は請求項２０に記載の代替用モニタリング装置
であって、さらに、加速度センサ、を備え、前記アシスト情報は、前記加速度センサによ
り検出された加速度、を含み、前記参照データは、前記第１モニタリング装置により検出
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された加速度である参照加速度データ、を含み、前記調整アシスト部は、前記参照加速度
データと、前記加速度センサにより検出された加速度とに基づいて、前記代替用モニタリ
ング装置の上下方向の向きが適切か否かを判断し、その判断結果を前記アシスト画面に反
映させる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、モニタリング装置を他のモニタリング装置に交換した場合であっても
、モニタリング装置の交換前と同じモニタリング条件でモニタリングを継続することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るモニタリングシステムの構成を示す図である。
【図２】図１に示すネットワークに接続されたモニタリング装置の構成を示す機能ブロッ
ク図である。
【図３】図２に示すモニタリング装置が故障した場合に用いられるモニタリング装置の構
成を示す機能ブロック図である。
【図４】図１に示す映像記録装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図５】図１に示す通信端末の構成を示す機能ブロック図である。
【図６】図４に示す管理データの一例を示す図である。
【図７】図６に示す固有特徴データ及び使用中特徴データの具体例を示す図である。
【図８】図１に示すモニタリング装置がライブ用映像データを送信する場合におけるモニ
タリングシステムの動作を示すシーケンス図である。
【図９】図１に示すモニタリング装置が記録用映像データを送信する場合におけるモニタ
リングシステムの動作を示すシーケンス図である。
【図１０】図１に示すモニタリング装置及び映像記録装置が互いに動作確認を行う場合に
おけるモニタリングシステムの動作を示すシーケンス図である。
【図１１】図１に示すモニタリング装置を交換する場合におけるモニタリングシステムの
動作を示すシーケンス図である。
【図１２】図１１に示すステップＳ４１３以降のモニタリングシステムの動作を示すシー
ケンス図である。
【図１３】図１に示すモニタリング装置で異常が発生した場合における管理データを示す
図である。
【図１４】図１に示すモニタリングシステムにおいて新たなモニタリング装置が接続され
た場合における管理データの内容を示す図である。
【図１５】図１に示すモニタリングシステムにおいて故障したモニタリング装置の代替装
置が決定された場合における管理データの内容を示す図である。
【図１６】図１に示すモニタリングシステムにおいて故障したモニタリング装置の代替装
置がモニタリングを開始した場合における管理データの内容を示す図である。
【図１７】図１に示す通信端末の動作を示すフローチャートである。
【図１８】図１に示す通信端末のタッチパネルに表示されるアシスト画面の一例を示す図
である。
【図１９】本発明の第２の実施の形態に係るモニタリングシステムの構成を示す図である
。
【図２０】図１９に示すネットワークに接続されたモニタリング装置が故障した場合に用
いられるモニタリング装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図２１】図１９に示す映像記録装置の構成を示す機能ブロック図である。
【図２２】図１９に示すモニタリングシステムの動作を示すシーケンス図である。
【図２３】図２０に示すモニタリング装置が検出されることにより更新された管理データ
を示す図である。
【図２４】図２０に示すモニタリング装置がモニタリングを開始した場合における管理デ
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ータを示す図である。
【図２５】図１に示すモニタリングシステムの変形例の構成を示す図である。
【図２６】ＣＰＵバス構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、図面を参照し、本発明の実施の形態を詳しく説明する。図中同一又は相当部分に
は同一符号を付してその説明は繰り返さない。
【００３０】
　［第１の実施の形態］
　｛１．全体構成｝
　｛１．１．モニタリングシステムの構成｝
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係るモニタリングシステム１００の構成を示す図
である。図１に示すように、モニタリングシステム１００は、映像記録装置Ｒ１と、モニ
タリング用端末２と、ネットワーク３と、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－４と、通信端末
Ａ１とを備える。本実施の形態では、モニタリングシステム１００は、オフィスビルなど
の施設内に構築される。ネットワーク３は、ＬＡＮ（Local Area Network）、ＷＡＮ（Wi
de Area Network）、ＶＰＮ（Virtual Private Network）、インターネット等の各種ネッ
トワークにより構成される。
【００３１】
　モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３は、施設の玄関、非常口、廊下、施設内の部屋の出入
口付近などに設置される。モニタリング装置Ｍ－４は、モニタリング装置Ｍ－１が故障し
た場合におけるモニタリング装置Ｍ－１の代替装置である。通信端末Ａ１は、モニタリン
グ装置Ｍ－４がモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として用いられる場合に、モニタリン
グ装置Ｍ－４が備えるカメラＣ－４の撮影方向及び画角を調整するためのアシスト装置で
ある。
【００３２】
　従って、図１に示すように、モニタリング装置Ｍ－４は、モニタリング装置Ｍ－１が正
常に動作しているときは、ネットワーク３に接続されない。通信端末Ａ１は、カメラＣ－
４の撮影方向及び画角を調整するときを除いて、ネットワーク３に接続されない。
【００３３】
　以下の説明では、特に説明のない限り、モニタリング装置Ｍ－１が正常に動作しており
、モニタリング装置Ｍ－４がネットワーク３に接続されていない場合を説明する。モニタ
リング装置Ｍ－１が使用できなくなった場合におけるモニタリングシステム１００の動作
については、後述する。
【００３４】
　モニタリング装置Ｍ－１は、カメラＣ－１と、イベント検出装置Ｅ－１と、外付けセン
サＳとを備える。カメラＣ－１は、モニタリング装置Ｍ－１が設置された場所の周辺領域
を撮影し、映像データを生成する。カメラＣ－１は、映像記録装置Ｒ１のＨＤＤ（Hard D
isk Drive）に記録するための記録用映像データ１１Ｃと、ライブ表示用の映像データ（
ライブ用映像データ１１Ｄ）とを映像記録装置Ｒ１に送信する。イベント検出装置Ｅ－１
は、イベント検出装置Ｅ－１が備えるセンサと外付けセンサＳとを用いて、モニタリング
装置Ｍ－１が設置された場所の周辺領域で発生するイベントを検出する。イベント検出装
置Ｅ－１は、検出したイベントが記録用映像データ１１Ｃの送信条件を満たしているか否
かを判断する。送信条件が満たされていると判断された場合、モニタリング装置Ｍ－１は
、記録用映像データ１１Ｃを送信する。
【００３５】
　モニタリング装置Ｍ－２は、カメラＣ－２と、イベント検出装置Ｅ－２とを備える。カ
メラＣ－２は、記録用映像データ２１Ｃと、ライブ用映像データ２１Ｄとを、映像記録装
置Ｒ１に送信する。モニタリング装置Ｍ－３は、カメラＣ－３と、イベント検出装置Ｅ－
３とを備える。カメラＣ－３は、記録用映像データ３１Ｃと、ライブ用映像データ３１Ｄ
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とを、映像記録装置Ｒ１に送信する。モニタリング装置Ｍ－４は、カメラＣ－４と、イベ
ント検出装置Ｅ－４とを備える。
【００３６】
　映像記録装置Ｒ１は、ネットワーク３を介してモニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３と接続
され、例えば、施設内の警備室に設置される。映像記録装置Ｒ１は、記録用映像データ１
１Ｃ～３１Ｃをモニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３から取得し、取得した記録用映像データ
１１Ｃ～３１ＣをＨＤＤなどの大容量記憶装置に格納する。映像記録装置Ｒ１は、モニタ
リング装置Ｍ－１～Ｍ－３のうち、オペレータにより指定されたモニタリング装置からラ
イブ用映像データを取得してモニタに表示する。また、映像記録装置Ｒ１は、モニタリン
グ装置Ｍ－１～Ｍ－３を管理する管理装置としても動作する。
【００３７】
　モニタリング用端末２は、例えば、映像記録装置Ｒ１とともに施設内の警備室に設置さ
れ、モニタリングシステム１００が構築された施設をリアルタイムでモニタリングするた
めに用いられる。モニタリング用端末２は、カメラＣ－１～Ｃ－３により生成されたライ
ブ用映像データ１１Ｄ～３１Ｄを表示する。
【００３８】
　通信端末Ａ１は、モニタリング装置Ｍ－４をモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として
設置した場合に用いられる。通信端末Ａ１は、作業員がカメラＣ－４の撮影方向及び画角
を調整する際に、カメラＣ－４の撮影方向及び画角を、カメラＣ－１の撮影方向及び画角
に一致させるためのアシスト画面を表示する。通信端末Ａ１は、例えば、スマートフォン
、タブレット端末、携帯電話などである。
【００３９】
　｛１．２．モニタリング装置Ｍ－１の構成｝
　図２は、図１に示すモニタリング装置Ｍ－１の構成を示す機能ブロック図である。モニ
タリング装置Ｍ－２～Ｍ－３の構成は、モニタリング装置Ｍ－１の構成と同様であるため
、モニタリング装置Ｍ－２，Ｍ－３の構成の説明を省略する。
【００４０】
　（カメラＣ－１の構成）
　カメラＣ－１は、撮像部１０１と、符号化部１０２と、バッファ１０３と、映像送信部
１０４とを備える。
【００４１】
　撮像部１０１は、図示しない光学系及び撮像素子を備え、モニタリング装置Ｍ－１が設
置された場所における周辺領域を撮影して映像データ１１Ａを生成する。
【００４２】
　符号化部１０２は、撮像部１０１により生成された映像データ１１ＡをＨ．２６４など
の所定の符号化方式で符号化して符号化映像データ１１Ｂを生成する。なお、符号化部１
０２は、図示しないマイクにより録音された音声データを符号化し、符号化された音声デ
ータを符号化映像データ１１Ｂに多重化してもよい。
【００４３】
　バッファ１０３は、符号化部１０２により生成された符号化映像データ１１Ｂを一時的
に格納する。バッファ１０３は、所定時間分の符号化映像データ１１Ｂを格納することが
可能である。バッファ１０３は、リングバッファであり、符号化映像データ１１Ｂをバッ
ファ１０３の先頭アドレスから順次書き込む。符号化映像データ１１Ｂがバッファ１０３
の終端アドレスに書き込まれた場合、新たに生成された符号化映像データ１１Ｂが、バッ
ファ１０３の先頭アドレスに上書きされる。
【００４４】
　映像送信部１０４は、イベント検出装置Ｅ－１が記録用映像データ１１Ｃの送信を決定
した場合、バッファ１０３に記録された符号化映像データ１１Ｂの中から、映像記録装置
Ｒ１に送信すべき記録用映像データ１１Ｃを特定する。映像送信部１０４は、特定した記
録用映像データ１１Ｃをバッファ１０３から読み出して、映像記録装置Ｒ１に送信する。
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【００４５】
　また、映像送信部１０４は、映像記録装置Ｒ１又はモニタリング用端末２からの要求に
応じて、符号化部１０２から出力された符号化映像データ１１Ｂをライブ用映像データ１
１Ｄとして送信する。ライブ用映像データ１１Ｄは、リアルタイムで映像記録装置Ｒ１又
はモニタリング用端末２に送信される。
【００４６】
　（イベント検出装置Ｅ－１の構成）
　イベント検出装置Ｅ－１は、動き検出部１０５と、接点入力部１０６と、加速度センサ
１０７と、送信判断部１０８とを備える。
【００４７】
　動き検出部１０５は、撮像部１０１により生成された映像データ１１Ａを解析して、映
像データ１１Ａにおける時間的な変化を動きとして検出する。時間的な変化は、例えば、
扉の開閉、人物の動きなどによって発生する。動き検出部１０５は、映像データ１１Ａか
ら動きを検出した場合、動きが検出されたことを示す動き検出通知を送信判断部１０８に
出力する。
【００４８】
　接点入力部１０６は、モニタリング装置Ｍ－１における外部入力端子であり、外付けセ
ンサＳが有線で接続される。接点入力部１０６は、外付けセンサＳからのセンシングデー
タを、送信判断部１０８に出力する。例えば、外付けセンサＳは、モニタリング装置Ｍ－
１が備えるセンサ機能（動き検出、加速度検出）を補完するために用いられる。外付けセ
ンサＳは、例えば、人感センサ、温度センサである。
【００４９】
　なお、図１では、モニタリング装置Ｍ－２，Ｍ－３には外付けセンサＳが接続されてい
ないが、モニタリング装置Ｍ－２，Ｍ－３における接点入力部１０６に外付けセンサＳが
接続されてもよい。この場合、モニタリング装置Ｍ－２，Ｍ－３における接点入力部１０
６に接続される外付けセンサＳの種類は、モニタリング装置Ｍ－２，Ｍ－３のモニタリン
グの目的に応じて変更される。
【００５０】
　加速度センサ１０７は、モニタリング装置Ｍ－１に加わる３軸方向の加速度を検出し、
検出した加速度を予め定められた時間間隔で送信判断部１０８に出力する。
【００５１】
　送信判断部１０８は、動き検出部１０５からの動き検出通知の内容、外付けセンサＳか
らのセンシングデータの内容、又は、加速度センサにより検出された加速度に基づいて、
記録用映像データ１１Ｃを記録映像装置Ｒ１に送信するか否かを判断する。
【００５２】
　モニタリング装置Ｍ－１は、さらに、記憶装置１０９と、動作管理部１１０とを備える
。
【００５３】
　記憶装置１０９は、不揮発性の記憶装置であり、例えば、フラッシュメモリである。記
憶装置１０９は、特徴データ３１と、設定ファイル４１とを記憶する。
【００５４】
　特徴データ３１は、モニタリング装置Ｍ－１が有する特徴を記録したデータである。特
徴データ３１は、固有特徴データ３１１と、使用中特徴データ３１２とを含む。固有特徴
データ３１１は、モニタリング装置Ｍ－１が元来有する特徴を記録したデータである。使
用中特徴データ３１２は、モニタリング装置Ｍ－１が元来有する特徴のうち、モニタリン
グに用いられている特徴を記録したデータである。
【００５５】
　設定ファイル４１は、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件を設定したファイル
であり、例えば、送信判断部１０８が記録用映像データ１１Ｃを送信するか否かを決定す
るための基準が記録されている。モニタリング装置Ｍ－１は、設定ファイル４１に記録さ
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れた設定内容に基づいて、モニタリングを行う。映像記録装置Ｒ１のオペレータは、記憶
装置１０９に記憶されている設定ファイル４１を、ウェブブラウザなどを用いて編集する
ことが可能である。
【００５６】
　動作管理部１１０は、動作確認パケット６１，７１及び動作確認応答パケット６２，７
２を用いて、映像記録装置Ｒ１と互いに動作確認を行う。動作管理部１１０は、記憶装置
１０９に記憶されている特徴データ３１を映像記録装置Ｒ１に送信する。また、動作管理
部１１０は、映像記録装置Ｒ１からモニタリング条件の変更を指示された場合、モニタリ
ング条件の変更内容を設定ファイル４１に反映させる。
【００５７】
　｛１．３．モニタリング装置Ｍ－４の構成｝
　図３は、モニタリング装置Ｍ－４の構成を示す機能ブロック図である。図３に示すよう
に、モニタリング装置Ｍ－４は、カメラＣ－４と、イベント検出装置Ｅ―４と、アシスト
情報送信部１１１と、記憶装置１１２と、動作管理部１１３と、特徴通知部１１４とを備
える。
【００５８】
　カメラＣ－４の構成は、カメラＣ－１と同じである。イベント検出装置Ｅ－４の構成は
、イベント検出装置Ｅ－１と同じである。このため、カメラＣ－４及びイベント検出装置
Ｅ－４の構成についての詳細な説明を省略する。
【００５９】
　アシスト情報送信部１１１は、アシスト情報２１１を生成して通信端末Ａ１に送信する
。アシスト情報２１１は、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置としてモニタリング装置Ｍ
－４を指定された場所に設置した際に、カメラＣ－４の撮影方向及び画角を調整するため
に用いられる。
【００６０】
　記憶装置１１２は、不揮発性の記憶装置であり、例えば、フラッシュメモリである。記
憶装置１１２は、設定ファイル４４と、特徴データ３４を記憶する。
【００６１】
　設定ファイル４４は、モニタリング装置Ｍ－４のモニタリング条件を設定したファイル
である。設定ファイル４４は、後述するように、故障したモニタリング装置Ｍ－１のモニ
タリング条件が反映されたファイルである。ただし、設定ファイル４４は、設定ファイル
４１と同一のファイルであるとは限らない。例えば、モニタリング装置Ｍ－４が故障した
モニタリング装置Ｍ－１と異なる機種である場合、モニタリング装置Ｍ－４は、設定ファ
イル４１を自装置の仕様にあった内容に修正して、設定ファイル４４を生成する。
【００６２】
　特徴データ３４は、モニタリング装置Ｍ－４が有する特徴を記録するデータであり、固
有特徴データ３４１と、使用中特徴データ３４２とを含む。固有特徴データ３４１は、モ
ニタリング装置Ｍ－４が元来有する特徴を記録したデータである。使用中特徴データ３４
２は、モニタリング装置Ｍ－４が元来有する特徴のうち、モニタリングに用いられている
特徴を記録したデータである。特徴データ３４と、固有特徴データ３４１と、使用中特徴
データ３４２の詳細については、後述する。
【００６３】
　動作管理部１１３は、探索パケット８１を映像記録装置Ｒ１から受信した場合、探索応
答パケット８２を映像記録装置Ｒ１に送信する。探索パケット８１は、モニタリング装置
Ｍ－１が故障した際に、映像記録装置Ｒ１がモニタリング装置Ｍ－１の代替装置の候補を
探索するために用いられる。動作管理部１１３は、映像記録装置Ｒ１から設定ファイル４
１を受信した場合、受信した設定ファイル４１に基づいてモニタリング装置Ｍ－４のモニ
タリング条件を変更する。
【００６４】
　特徴通知部１１４は、映像記録装置Ｒ１の要求に応じて、固有特徴データ３４１を映像



(14) JP 2019-22021 A 2019.2.7

10

20

30

40

50

記録装置Ｒ１に送信する。また、特徴通知部１１４は、モニタリング装置Ｍ－４がモニタ
リングを開始した時点における使用中特徴データ３４２を映像記録装置Ｒ１に送信する。
【００６５】
　｛１．４．映像記録装置Ｒ１の構成｝
　図４は、図１に示す映像記録装置Ｒ１の構成を示す機能ブロック図である。図４に示す
ように、映像記録装置Ｒ１は、記録映像取得部５１と、表示制御部５２と、デコーダ５３
と、モニタ５４と、ＨＤＤ５５と、管理部５６とを備える。
【００６６】
　記録映像取得部５１は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３から記録用映像データ１１Ｃ
～３１Ｃを取得し、取得した記録用映像データ１１Ｃ～３１ＣをＨＤＤ５５に保存する。
【００６７】
　表示制御部５２は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３からのライブ映像をモニタ５４に
表示するための制御を行う。具体的には、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３の中からライ
ブ映像の表示対象を選択し、選択した表示対象のモニタリング装置に対してライブ用映像
データの送信を指示する。表示制御部５２は、表示対象のモニタリング装置から送信され
るライブ用映像データを受信する。
【００６８】
　デコーダ５３は、表示制御部５２が受信したライブ用映像データをデコードして、映像
データを生成する。モニタ５４は、ライブ表示画面を表示する。ライブ表示画面は、表示
制御部５２により生成され、表示対象のモニタリング装置の映像データを所定の表示レイ
アウトに従って配置した画面である。
【００６９】
　また、表示制御部５２は、オペレータの操作に応じて、ＨＤＤ５５に保存されている記
録用映像データ１１Ｃ～３１Ｃをモニタ５４に表示する。この場合、表示制御部５２は、
ＨＤＤ５５に保存されている記録用映像データ１１Ｃ～３１Ｃをデコーダ５３にデコード
させる。
【００７０】
　ＨＤＤ５５は、記録用映像データ１１Ｃ～３１Ｃと、設定ファイル４１～４３と、管理
データ５７と、参照画像データ５１１～５１３と、参照加速度データ５２１～５２３とを
格納する。
【００７１】
　設定ファイル４１～４３は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３のモニタリング条件を記
録したファイルであり、バックアップのためにＨＤＤ５５に記憶される。
【００７２】
　参照画像データ５１１～５１３は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３がモニタリングを
実行している間にカメラＣ－１～Ｃ－３によって撮影された画像である。参照画像データ
５１１～５１３は、カメラＣ－１～Ｃ－３の撮影方向及び画角を特定したデータとして用
いられる。
【００７３】
　参照加速度データ５２１～５２３は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３の各々の加速度
センサ１０７によって検出された加速度のデータである。参照加速度データ５２１～５２
３は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３がモニタリングを実行している間に取得される。
参照加速度データ５２１～５２３は、カメラＣ－１～Ｃ－３の撮影方向を特定したデータ
として用いられる。
【００７４】
　管理データ５７は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３の識別情報と、モニタリング装置
Ｍ－１～Ｍ－３の特徴データとを対応付けたモニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３のデータベ
ースである。管理データ５７及び特徴データの詳細については後述する。
【００７５】
　管理部５６は、管理データ５７を用いてモニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３を管理する。
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管理部５６は、探索部５６１と、特徴データ取得部５６２と、判断部５６３と、更新部５
６４と、装置管理部５６５とを備える。
【００７６】
　探索部５６１は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３のうちいずれか１つのモニタリング
装置で故障が発生した場合、故障したモニタリング装置の代替装置の候補を探索する。
【００７７】
　特徴データ取得部５６２は、探索部５６１が代替装置の候補としてモニタリング装置Ｍ
－４を検出した場合、モニタリング装置Ｍ－４の特徴データ３４をモニタリング装置Ｍ－
４から取得する。具体的には、特徴データ取得部５６２は、固有特徴データ３４１及び使
用中特徴データ３４２を取得する。
【００７８】
　判断部５６３は、モニタリング装置Ｍ－１が故障した場合、故障したモニタリング装置
Ｍ－１の特徴データ３１と、モニタリング装置Ｍ－４の特徴データ３４とに基づいて、モ
ニタリング装置Ｍ－４を故障装置の代替装置として使用できるか否かを判断する。判断部
５６３は、モニタリング装置Ｍ－１の特徴データを管理データ５７に記録している。本実
施の形態では、判断部５６３が、故障したモニタリング装置Ｍ－１の使用中特徴データ３
１２とモニタリング装置Ｍ－４の固有特徴データ３４１とを用いる場合を説明するが、こ
れに限られるものではない。
【００７９】
　更新部５６４は、判断部５６３がモニタリング装置Ｍ－４を故障したモニタリング装置
Ｍ－１の代替装置として使用できると判断した場合、モニタリング装置Ｍ－４を管理対象
に含めるように管理データ５７を更新する。
【００８０】
　モニタリング装置Ｍ－４が、故障したモニタリング装置Ｍ－１の代替装置に決定された
場合、装置管理部５６５は、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件が設定された設
定ファイル４１をＨＤＤ５５から取得し、取得した設定ファイル４１をモニタリング装置
Ｍ－４に送信する。モニタリング装置Ｍ－４は、装置管理部５６５から送信された設定フ
ァイル４１を用いて、自装置のモニタリング条件を設定した設定ファイル４４を生成する
。これにより、故障したモニタリング装置Ｍ－１の設定内容が、モニタリング装置Ｍ－４
に反映される。また、装置管理部５６５は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３を管理する
。装置管理部５６５は、例えば、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３の動作状態を確認する
。
【００８１】
　｛１．５．通信端末Ａ１の構成｝
　図５は、図１に示す通信端末Ａ１の構成を示す機能ブロック図である。図５を参照して
、通信端末Ａ１は、リアルタイム受信部２０１と、参照データ取得部２０２と、調整アシ
スト部２０３と、タッチパネル２０４とを備える。
【００８２】
　リアルタイム受信部２０１は、モニタリング装置Ｍ－４がモニタリング装置Ｍ－１の代
替装置として設置された場合、モニタリング装置Ｍ－４から送信されるアシスト情報２１
１を受信する。アシスト情報２１１は、ライブ用映像データ４１Ｄと、モニタリング装置
Ｍ－４の加速度センサ１０７により検出された加速度データとを含む。つまり、リアルタ
イム受信部２０１は、モニタリング装置Ｍ－４により撮影された画像データ（ライブ用映
像データ４１Ｄ）をリアルタイムに受信する。
【００８３】
　参照データ取得部２０２は、映像記録装置Ｒ１のＨＤＤ５５に保存されている参照画像
データ５１１と参照加速度データ５２１とを取得する。
【００８４】
　調整アシスト部２０３は、リアルタイム受信部２０１が受信したアシスト情報２１１と
、参照データ取得部２０２により取得された参照画像データ５１１とを用いて、アシスト
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画面をタッチパネル２０４に表示する。アシスト画面は、モニタリング装置Ｍ－４のカメ
ラＣ－４についての適切な撮影方向及び画角を作業員に指示するための画面である。これ
により、作業員は、アシスト画面を見ながら、カメラＣ－４の撮影方向及び画角を、モニ
タリング装置Ｍ－１のカメラＣ－１の撮影方向及び画角に近づけることが可能となる。
【００８５】
　｛２．管理データ５７の内容｝
　図６は、管理データ５７に記録される内容の一例を示す図である。図６に示す管理デー
タ５７は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３の識別データと、モニタリング装置Ｍ－１～
Ｍ－３の特徴データ３１～３３とを対応付けている。装置ＩＤが、モニタリング装置Ｍ－
１～Ｍ－３の識別データに該当する。つまり、図６に示す管理データ５７は、装置管理部
５６５による管理対象がモニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３であることを示している。
【００８６】
　図６に示す管理データ５７において、装置型番は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３の
各々の機種を示す番号である。シリアル番号は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３を提供
するメーカにより割り当てられるモニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３に固有の番号である。
名称は、モニタリングシステム１００の管理者により割り当てられたモニタリング装置Ｍ
－１～Ｍ－３の名称である。状態は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３の各々の動作状況
を示す。
【００８７】
　表示枠番号は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３のライブ映像を映像記録装置Ｒ１のモ
ニタ５４に表示する場合おいて、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３のライブ映像の表示位
置を特定するパラメータである。記録チャネル番号は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３
の記録用映像データ１１Ｃ～３１ＣをＨＤＤ５５に記録する場合における、記録用映像デ
ータ１１Ｃ～３１Ｃの記録場所を特定するパラメータである。設定ファイル名は、モニタ
リング装置Ｍ－１～Ｍ－３の設定ファイル４１～４３の各々のファイル名を示す。映像記
録装置Ｒ１における設定ファイル４１～４３の保存場所は、予め設定されている。
【００８８】
　特徴データ３１は、モニタリング装置Ｍ－１が有する特徴を記録したデータである。図
６に示すように、特徴データ３１は、固有特徴データ３１１と使用中特徴データ３１２と
を含む。
【００８９】
　固有特徴データ３１１は、モニタリング装置Ｍ－１が元来有する特徴を記録したデータ
であり、「基本」、「カメラ」、「センサ」に分けて記録される。図６に示す例では、固
有特徴データ３１１は、１５ビットのデータである。固有特徴データ３１１において、「
基本」、「カメラ」、「センサ」のデータは、５ビットのデータとして表現されている。
【００９０】
　使用中特徴データ３１２は、モニタリング装置Ｍ－１が元来有する特徴のうち、モニタ
リング装置Ｍ－１がモニタリングに使用している特徴を記録したデータであり、「基本」
、「カメラ」、「センサ」に分けて記録される。図６に示す例では、使用中特徴データ３
１２は、１５ビットのデータである。使用中特徴データ３１２において、「基本」、「カ
メラ」、「センサ」のデータは、５ビットのデータとして表現されている。
【００９１】
　特徴データ３２は、モニタリング装置Ｍ－２が有する特徴を記録したデータである。特
徴データ３３は、モニタリング装置Ｍ－３が有する特徴を記録したデータである。特徴デ
ータ３２，３３におけるデータ構造は、特徴データ３１におけるデータ構造と同じである
ため、その説明を省略する。
【００９２】
　図７は、モニタリング装置Ｍ－１の特徴データ３１に記録される内容の一例を具体的に
示す図である。図７では、固有特徴データ３１１及び使用中特徴データ３１２の内容を、
図６に示すようなビットデータではなく、項目ごとに具体的に記載している。固有特徴デ
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ータ３１１及び使用中特徴データ３１２は、図７に示す各項目の内容をビットデータとし
て保持する。ビットデータの長さは、固有特徴データ３１１に記録される項目の数に応じ
て適宜変更される。
【００９３】
　以下、図７を参照しながら、モニタリング装置Ｍ－１が元来有する特徴（固有特徴デー
タ３１１に記録される内容）について説明する。
【００９４】
　固有特徴データ３１１に記録されるモニタリング装置Ｍ－１の特徴は、基本、カメラ、
センサに分類される。「基本」の項目には、モニタリング装置Ｍ－１の基本的な特徴とし
て、形状、設置可能場所、使用可能な記録メディア、ネットワーク機能が設定されている
。
【００９５】
　形状は、モニタリング装置Ｍ－１の筐体の形状を示している。固有特徴データ３１１は
、モニタリング装置Ｍ－１の筐体がドーム型であることを記録する。設置可能場所は、モ
ニタリング装置Ｍ－１を設置可能な場所を示している。固有特徴データ３１１は、「屋内
」及び「屋外」のどちらにでも設置可能であることが記録される。
【００９６】
　使用可能な記録メディアは、記録用映像データ１１Ｃを記録することができるメディア
を示している。固有特徴データ３１１は、記録用映像データ１１Ｃを映像記録装置Ｒ１内
のＨＤＤ５５に記録でき、モニタリング装置Ｍ－１が備えるＳＤカードに記録できないこ
とを示す内容を記録する。ネットワーク機能は、モニタリング装置Ｍ－１が利用可能なネ
ットワーク機能を示している。固有特徴データ３１１は、モニタリング装置Ｍ－１が図７
に示すネットワーク機能の全てが利用可能であることを記録する。
【００９７】
　「カメラ」の項目には、カメラＣ－１に関する機能として、例えば、画像圧縮方式及び
解像度が設定されている。画像圧縮方式は、カメラＣ－１の符号化部１０２が対応する符
号化方式を示している。固有特徴データ３１１は、カメラＣ－１が図７に示す全ての符号
化方式を使用可能であることを記録する。解像度は、カメラＣ－１における撮像部１０１
の解像度を示している。固有特徴データ３１１は、カメラＣ－１における撮像部１０１の
解像度がＶＧＡであることを記録する。
【００９８】
　「センサ」の項目には、イベント検出装置Ｅ－１が備えるイベント検出機能が設定され
ている。固有特徴データ３１１は、動き検出、加速度センサ、接点入力の各項目が使用可
能となっている。このことから、イベント検出装置Ｅ－１は、動き検出部１０５により検
出される画像の変化、加速度センサにより検出される加速度、接点入力部から入力される
センシングデータに基づいて、イベントを検出できることが分かる。
【００９９】
　図７において、使用中特徴データ３１２は、固有特徴データ３１１において使用可能と
記録されたモニタリング装置Ｍ－１の特徴の中で、モニタリング装置Ｍ－１がモニタリン
グに使用している特徴を記録する。
【０１００】
　例えば、図７に示す固有特徴データ３１１の設置可能場所を参照した場合、モニタリン
グ装置Ｍ－１は、屋内及び屋外の両者で使用可能である。一方、図７に示す使用中特徴デ
ータ３１２の設置可能場所を参照すると、モニタリング装置Ｍ－１は、屋外で使用中であ
ることが分かる。
【０１０１】
　また、図７に示す固有特徴データ３１１の画像圧縮方式を参照した場合、モニタリング
装置Ｍ－１は、ＪＰＥＧ、ＭＰＥＧ２、Ｈ．２６４及びＨ．２６５に対応している。一方
、図７に示す使用中特徴データ３１２の画像圧縮方式の項目を参照すると、モニタリング
装置Ｍ－１は、ＭＰＥＧ２を使用中であることが分かる。つまり、記録用映像データ１１



(18) JP 2019-22021 A 2019.2.7

10

20

30

40

50

Ｃ及びライブ用映像データ３１Ｄは、ＭＰＥＧ２方式で符号化されたデータである。
【０１０２】
　｛２．モニタリングシステム１００の動作｝
　｛２．１．映像データの送信｝
　（記録用映像データの送信）
　図８は、モニタリング装置Ｍ－１がライブ用映像データ１１Ｄを映像記録装置Ｒ１に送
信するときのモニタリング装置Ｍ－１の動作を示すシーケンス図である。
【０１０３】
　図８を参照して、映像記録装置Ｒ１は、オペレータの操作に応じて、ライブ映像の送信
をモニタリング装置Ｍ－１に要求する（ステップＳ１０１）。
【０１０４】
　モニタリング装置Ｍ－１において、映像送信部１０４は、映像記録装置Ｒ１から送信要
求を受けた場合、ライブ用映像データ１１Ｄの送信を開始する（ステップＳ１０２）。具
体的には、映像送信部１０４は、符号化部１０２からリアルタイムに出力される符号化映
像データ１１Ｂを取得し、取得した符号化映像データ１１Ｂをライブ用映像データ１１Ｄ
として映像記録装置Ｒ１に送信する。
【０１０５】
　映像記録装置Ｒ１において、表示制御部５２は、モニタリング装置Ｍ－１から受信した
ライブ用映像データ１１Ｄをモニタ５４に表示する（ステップＳ１０３）。このとき、表
示制御部５２は、モニタ５４におけるライブ用映像データ１１Ｄの表示位置を、管理デー
タ５７に記録されたモニタリング装置Ｍ－１の表示枠番号に基づいて決定する。表示制御
部５２は、他のモニタリング装置のライブ映像を、モニタリング装置Ｍ－１のライブ用映
像データ１１Ｄとともにモニタ５４に表示してもよい。
【０１０６】
　表示制御部５２は、オペレータの操作に応じて、ライブ用映像データ１１Ｄの送信停止
要求をモニタリング装置Ｍ－１に送信する（ステップＳ１０４）。モニタリング装置Ｍ－
１において、映像送信部１０４は、映像記録装置Ｒ１の送信停止要求に応じて、ライブ用
映像データ１１Ｄの送信を停止する（ステップＳ１０５）。
【０１０７】
　（記録用映像データの送信）
　図９は、モニタリング装置Ｍ－１が記録用映像データ１１Ｃを映像記録装置Ｒ１に送信
するときのモニタリング装置Ｍ－１の動作を示すシーケンス図である。
【０１０８】
　図９に示すように、モニタリング装置Ｍ－１において、イベント検出装置Ｅ－１が、イ
ベントを検出する（ステップＳ２０１）。例えば、動き検出部１０５が、撮像部１０１に
より生成された映像データ１１Ａにおいて時間的な変化を検出する。動き検出部１０５は
、動きが検出されたことを示す動き検出通知を送信判断部１０８に出力する。
【０１０９】
　イベント検出装置Ｅ－１は、動き検出通知の内容に基づいて、記録用映像データ１１Ｃ
を映像記録装置Ｒ１に送信するか否かを判断する（ステップＳ２０２）。例えば、送信判
断部１０８は、動き検出通知を受けた時刻が前回の動き検出通知を受けた時刻から所定時
間を経過していた場合、記録用映像データ１１Ｃの送信を決定する。
【０１１０】
　イベント検出装置Ｅ－１が記録用映像データ１１Ｃの送信を決定した場合、映像送信部
１０４は、バッファ１０３に記録された記録用映像データ１１Ｃのうち、送信対象となる
記録用映像データ１１Ｃを決定する（ステップＳ２０３）。例えば、送信判断部１０８が
、動き検出部１０５からの動き検出通知に基づいて、記録用映像データ１１Ｃの送信を決
定したと仮定する。この場合、映像送信部１０４は、送信判断部１０８が動き検出通知を
受けた時刻（基準時刻）の５秒前の時刻から基準時刻の１０秒後の時刻までの期間におけ
る記録用画像データ１１Ｃを送信対象に決定する。
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【０１１１】
　モニタリング装置Ｍ－１の映像送信部１０４は、ステップＳ２０３で送信対象に決定し
た記録用画像データ１１Ｃを映像記録装置Ｒ１に送信する（ステップＳ２０４）。映像記
録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－１からの記録用画像データ１１Ｃを、ＨＤＤ５５に
格納する（ステップＳ２０５）。
【０１１２】
　｛２．２．動作確認｝
　図１０は、映像記録装置Ｒ１及びモニタリング装置Ｍ－１が互いに動作確認を行うとき
の動作を示すシーケンス図である。本実施の形態では、映像記録装置Ｒ１及びモニタリン
グ装置Ｍ－１は、ＭＱＴＴプロトコル（Message Queue Telemetry Transport）を用いて
、互いに動作確認を行う。
【０１１３】
　（コネクションの確立）
　最初に、映像記録装置Ｒ１及びモニタリング装置Ｍ－１は、コネクションＡを確立する
（ステップＳ３０１）。コネクションＡにおいて、モニタリング装置Ｍ－１がパブリッシ
ャであり、映像記録装置Ｒ１がサブスクライバである。ＭＱＴＴプロトコルでは、情報（
トピック）を供給する装置がパブリッシャと呼ばれ、情報（トピック）を購読する装置が
サブスクライバと呼ばれる。コネクションＡにおいて、供給される情報（トピック）は、
例えば、記録用映像データ１１Ｃや、モニタリング装置Ｍ－１の動作状況を示す動作確認
応答パケットである。また、コネクションＡにおいて、パブリッシャであるモニタリング
装置Ｍ－１が、ＭＱＴＴプロトコルにおけるブローカーとしても動作する。
【０１１４】
　ステップＳ３０１において、映像記録装置Ｒ１における装置管理部５６５が、コネクシ
ョン確立要求をモニタリング装置Ｍ－１に送信する。モニタリング装置Ｍ－１の接続情報
（ＩＰアドレス等）は、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件が設定されている設
定ファイル４１（図４参照）に記録されている。モニタリング装置Ｍ－１において、動作
管理部１１０は、映像記録装置Ｒ１からのコネクション確立要求に対する応答（ＡＣＫ）
を映像記録装置Ｒ１に送信する。これにより、コネクションＡが確立される。
【０１１５】
　映像記録装置Ｒ１及びモニタリング装置Ｍ－１は、コネクションＡとは別のコネクショ
ンＢを確立する（ステップＳ３０２）。コネクションＢにおいて、映像記録装置Ｒ１がパ
ブリッシャであり、モニタリング装置Ｍ－１がサブスクライバである。コネクションＢに
おいて、供給される情報（トピック）は、例えば、映像記録装置Ｒ１の動作状況を示す動
作確認応答パケットである。また、コネクションＢにおいて、パブリッシャである映像記
録装置Ｒ１が、ＭＱＴＴプロトコルにおけるブローカーとしても動作する。
【０１１６】
　本実施の形態では、映像記録装置Ｒ１及びモニタリング装置Ｍ－１は、動作状況を通知
するための動作確認応答パケットを受信しており、ＭＱＴＴプロトコルにおけるサブスク
ライバとして動作する。このため、映像記録装置Ｒ１及びモニタリング装置Ｍ－１がそれ
ぞれサブスクライバとして動作するために、２つのコネクションＡ，Ｂが確立される。
【０１１７】
　ステップＳ３０２において、モニタリング装置Ｍ－１における動作管理部１１０は、コ
ネクション確立要求を映像記録装置Ｒ１に送信する。動作管理部１１０は、映像記録装置
Ｒ１の接続情報（ＩＰアドレス）を、ステップＳ３０１で映像記録装置Ｒ１から送信され
るコネクション確立要求から取得することができる。映像記録装置Ｒ１における装置管理
部５６５は、モニタリング装置Ｍ－１からのコネクション確立要求に対する応答（ＡＣＫ
）をモニタリング装置Ｍ－１に送信する。これにより、コネクションＢが確立される。
【０１１８】
　（動作確認パケットの送信）
　映像記録装置Ｒ１は、コネクションＡを使用して、モニタリング装置Ｍ－１の動作確認
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を行う（ステップＳ３０３）。
【０１１９】
　具体的には、映像記録装置Ｒ１における装置管理部５６５が、コネクションＡを介して
、動作確認パケット６１をモニタリング装置Ｍ－１に送信する。モニタリング装置Ｍ－１
において、動作管理部１１０は、動作確認パケット６１を映像記録装置Ｒ１から受けた場
合、モニタリング装置Ｍ－１で動作異常が発生しているか否かを確認する。モニタリング
装置Ｍ－１の動作異常は、例えば、撮像部１０１（図２参照）の故障などであり、モニタ
リング装置Ｍ－１がモニタリングを継続する上で支障となる状態のことである。
【０１２０】
　動作異常がない場合、動作管理部１１０は、通常動作であることを示す動作確認応答パ
ケット６２を映像記録装置Ｒ１に送信する。動作異常がある場合、動作管理部１１０は、
動作異常の内容を記録した動作確認応答パケット６２を映像記録装置Ｒ１に送信する。モ
ニタリング装置Ｍ－１で動作異常があった場合における映像記録装置Ｒ１の動作について
は、後述する。
【０１２１】
　モニタリング装置Ｍ－１は、コネクションＢを使用して、映像記録装置Ｒ１の動作確認
を行う（ステップＳ３０４）。
【０１２２】
　具体的には、モニタリング装置Ｍ－１における動作管理部１１０は、コネクションＢを
介して、動作確認パケット７１を映像記録装置Ｒ１に送信する。映像記録装置Ｒ１におけ
る装置管理部５６５は、動作確認パケット７１をモニタリング装置Ｍ－１から受けた場合
、動作異常があるか否かを確認する。映像記録装置Ｒ１の動作異常は、例えば、ＨＤＤ５
５（図４参照）の記録容量が足りないなど、記録用映像データ１１ＣのＨＤＤ５５への保
存又はライブ用映像データ１１Ｄのモニタ５４への表示に支障をきたす状態のことである
。
【０１２３】
　動作異常がない場合、装置管理部５６５は、通常動作であることを示す動作確認応答パ
ケット７２をモニタリング装置Ｍ－１に送信する。一方、動作異常がある場合、装置管理
部５６５は、動作異常の内容を記録した動作確認応答パケット７２をモニタリング装置Ｍ
－１に送信する。モニタリング装置Ｍ－１において、動作管理部１１０は、映像記録装置
Ｒ１で動作異常が発生している場合、記録用映像データ１１Ｃ又はライブ用映像データ１
１Ｄの送信先を、映像記録装置Ｒ１の予備機などに変更する。
【０１２４】
　映像記録装置Ｒ１によるモニタリング装置Ｍ－１の動作確認（ステップＳ３０３）と、
モニタリング装置Ｍ－１による映像記録装置Ｒ１の動作確認（ステップＳ３０４）とは、
一定の時間（例えば、３分間）が経過するたびに繰り返される。
【０１２５】
　（コネクションの切断）
　映像記録装置Ｒ１における装置管理部５６５は、コネクションＡを切断する場合、切断
要求をモニタリング装置Ｍ－１に送信する（ステップＳ３０５）。これにより、コネクシ
ョンＡが切断される。モニタリング装置Ｍ－１における動作管理部１１０は、コネクショ
ンＢを切断する場合、切断要求を映像記録装置Ｒ１に送信する（ステップＳ３０６）。こ
れにより、コネクションＢが切断される。
【０１２６】
　映像記録装置Ｒ１における装置管理部５６５は、モニタリング装置Ｍ－１に対する動作
確認と同様に、モニタリング装置Ｍ－２，Ｍ－３に対して動作確認を行う。モニタリング
装置Ｍ－２，Ｍ－３は、モニタリング装置Ｍ－１と同様に、映像記録装置Ｒ１に対して動
作確認を行う。モニタリング装置Ｍ－２，Ｍ－３の動作確認についての動作は、上記と同
様であるため、その説明を省略する。
【０１２７】
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　｛２．３．モニタリング装置Ｍ－１の交換｝
　図１１及び図１２は、モニタリング装置Ｍ－１が故障した場合において、モニタリング
装置Ｍ－１をモニタリング装置Ｍ－４と交換する場合におけるモニタリングシステム１０
０の動作を示すシーケンス図である。図１３は、映像記録装置Ｒ１がモニタリング装置Ｍ
－１での異常発生を認識した場合に更新された管理データ５７を示す図である。
【０１２８】
　図１１に示すシーケンス図は、モニタリング装置Ｍ－１で故障が発生してから、モニタ
リング装置Ｍ－４と映像記録装置Ｒ１との間でコネクションＣ，Ｄが確立されるまでを示
している。図１２に示すシーケンス図は、コネクションＣ，Ｄが確立されてから、モニタ
リング装置Ｍ－４と映像記録装置Ｒ１とが動作確認をするまでを示している。
【０１２９】
　なお、モニタリング装置Ｍ－４におけるカメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整は、図
１２に示すモニタリング装置Ｍ－４による設定ファイル４４の送信（ステップＳ４１７）
の後に行われる。カメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整の詳細については、後述する。
【０１３０】
　（モニタリング装置Ｍ－１における異常発生）
　図１１を参照して、映像記録装置Ｒ１及びモニタリング装置Ｍ－１は、動作確認を一定
の時間間隔で繰り返し実行する（ステップＳ４０１）。ステップＳ４０１の処理は、図１
０に示すステップＳ３０３，Ｓ３０４と同様の処理である。モニタリング装置Ｍ－１がモ
ニタリングを通常通り行っている場合、管理データ５７には、図６に示す内容が記録され
ている。
【０１３１】
　動作確認応答パケット６２がモニタリング装置Ｍ－１での異常発生を示す通知を含む場
合、映像記録装置Ｒ１の装置管理部５６５は、モニタリング装置Ｍ－１で異常が発生した
ことを認識する（ステップＳ４０２）。装置管理部５６５は、モニタリング装置Ｍ－１で
異常が発生したことを管理データ５７に記録する。
【０１３２】
　ここで、モニタリング装置Ｍ－１の撮像部１０１において異常が発生した場合を例にし
て説明する。この場合、動作確認応答パケット６２は、撮像部１０１での異常発生を示す
通知を含む。装置管理部５６５は、異常発生を示す通知に基づいて、管理データ５７を図
６に示す内容から図１３に示すに内容に更新する。図１３に示すように、管理データ５７
において、モニタリング装置Ｍ－１の状態が「通常」から「撮像部異常」に変更されてい
る。
【０１３３】
　モニタリング装置Ｍ－１において異常が発生した場合、装置管理部５６５は、モニタリ
ング装置Ｍ－１に対して復旧を指示する。例えば、装置管理部５６５は、モニタリング装
置Ｍ－１に対して再起動を指示する。再起動によってモニタリング装置Ｍ－１の異常が解
消された場合、映像記録装置Ｒ１とモニタリング装置Ｍ－１とは、動作確認（ステップＳ
４０１）を再び繰り返し実行する。
【０１３４】
　再起動によってもモニタリング装置Ｍ－１の異常が解消されない場合、装置管理部５６
５は、モニタリング装置Ｍ－１で異常が発生したことを映像記録装置Ｒ１のオペレータに
通知する（ステップＳ４０３）。例えば、装置管理部５６５は、モニタリング装置Ｍ－１
で異常が発生したこと及びモニタリング装置Ｍ－１の交換を促すメッセージをモニタ５４
に表示する。
【０１３５】
　ステップＳ４０３の結果、モニタリング装置Ｍ－１をモニタリング装置Ｍ－４に置き換
える作業が、モニタリングシステム１００を保守する作業員によって開始される。
【０１３６】
　なお、装置管理部５６５は、モニタリング装置Ｍ－１から動作確認応答パケット６２を
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受信することができない場合、モニタリング装置Ｍ－１で通信異常が発生したと判断して
もよい。装置管理部５６５は、例えば、動作確認応答パケット６２をモニタリング装置Ｍ
－１から受信することができない回数が所定回数連続して発生した場合、モニタリング装
置Ｍ－１で通信異常が発生したと判断することができる。
【０１３７】
　（モニタリング装置Ｍ－４の検出）
　映像記録装置Ｒ１における探索部５６１は、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置の候補
を探索するために、探索パケット８１の送信を開始する（ステップＳ４０４）。探索パケ
ット８１は、ＭＱＴＴプロトコルではなく、ＵＤＰ（User Datagram Protocol）プロトコ
ルによりネットワーク３にブロードキャストされる。
【０１３８】
　モニタリング装置Ｍ－１がモニタリング装置Ｍ－４に交換する作業が終了することによ
り、モニタリング装置Ｍ－４が、ネットワーク３に接続する（ステップＳ４０５）。
【０１３９】
　モニタリング装置Ｍ－４は、ネットワーク３に接続された時点で、映像記録装置Ｒ１か
らの探索パケット８１を受信することが可能となる。モニタリング装置Ｍ－４における動
作管理部１１３は、映像記録装置Ｒ１からの探索パケット８１を受信した場合、探索応答
パケット８２を映像記録装置Ｒ１に送信する（ステップＳ４０６）。探索応答パケット８
２は、モニタリング装置Ｍ－４の接続情報（ＩＰアドレスなど）、モニタリング装置Ｍ－
４の装置型番、モニタリング装置Ｍ－４のシリアル番号を含む。
【０１４０】
　（モニタリング装置Ｍ－４の登録）
　映像記録装置Ｒ１において、探索部５６１は、モニタリング装置Ｍ－４からの探索応答
パケット８２を受信する。これにより、探索部５６１は、モニタリング装置Ｍ－４をモニ
タリング装置Ｍ－１の代替装置の候補として検出したと判断する（ステップＳ４０７）。
探索部５６１は、探索パケット８１の送信を停止する。
【０１４１】
　探索部５６１がモニタリング装置Ｍ－４を検出した場合、特徴データ取得部５６２が、
モニタリング装置Ｍ－４の固有特徴データ３４１の送信をモニタリング装置Ｍ－４に要求
する（ステップＳ４０８）。
【０１４２】
　モニタリング装置Ｍ－４の記憶装置１１２（図３参照）には、モニタリング装置Ｍ－４
の特徴データ３４が予め格納されている。特徴データ３４において、固有特徴データ３４
１には、モニタリング装置Ｍ－４が元来有する特徴が記録されている。モニタリング装置
Ｍ－４は、ネットワーク３に接続された時点でモニタリングに用いられていない。このた
め、使用中特徴データ３４２には、モニタリング装置Ｍ－４の全ての特徴が「未使用」と
記録されている。
【０１４３】
　モニタリング装置Ｍ－４において、特徴通知部１１４は、映像記録装置Ｒ１からの固有
特徴データ３４１の送信要求に応じて、記憶装置１１２からモニタリング装置Ｍ－４の固
有特徴データ３４１を読み出す。特徴通知部１１４は、読み出した固有特徴データ３４１
を映像記録装置Ｒ１に送信する（ステップＳ４０９）。
【０１４４】
　映像記録装置Ｒ１において、特徴データ取得部５６２は、モニタリング装置Ｍ－４から
送信された固有特徴データ３４１を取得する。更新部５６４は、ステップＳ４０６で送信
された探索応答パケット８２の内容と、ステップＳ４０９で送信されたモニタリング装置
Ｍ－４の固有特徴データ３４１を用いて、モニタリング装置Ｍ－４に関するデータを図１
３に示す管理データ５７に追加する（ステップＳ４１０）。
【０１４５】
　図１４は、ステップＳ４１０により、モニタリング装置Ｍ－４に関するデータが追加さ
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れた管理データ５７を示す図である。
【０１４６】
　モニタリング装置Ｍ－４がモニタリング装置Ｍ－１の代替装置の候補として検出されて
いる。このため、図１４に示すように、更新部５６４は、モニタリング装置Ｍ－４のレコ
ードとして、行番号が「０００４」に設定されたレコードを管理データ５７に追加する。
【０１４７】
　モニタリング装置Ｍ－４のレコードには、モニタリング装置Ｍ－４に関するデータが記
録される。具体的には、モニタリング装置Ｍ－４からの探索応答パケット８２に含まれる
装置型番及びシリアル番号が、モニタリング装置Ｍ－４のレコードに記録される。モニタ
リング装置Ｍ－４の固有特徴データ３４１が、モニタリング装置Ｍ－４のレコードにおけ
る固有特徴データの欄に記録される。モニタリング装置Ｍ－４の型番は、モニタリング装
置Ｍ－１の型番と異なる。このため、モニタリング装置Ｍ－４の固有特徴データ３４１は
、モニタリング装置Ｍ－１の固有特徴データ３１１と異なる。
【０１４８】
　ステップＳ４１０が実行された時点では、モニタリング装置Ｍ－４のレコードは、装置
ＩＤ、使用中特徴データ、名称、表示枠番号、記録チャネル番号及び設定ファイル名を記
録していない。また、モニタリング装置Ｍ－４のレコードにおいて、モニタリング装置Ｍ
－４の状態が「未登録」に設定されている。これらの理由は、モニタリング装置Ｍ－４が
、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置に決定されていないためである。
【０１４９】
　（代替装置の決定）
　判断部５６３は、ステップＳ４１０において更新部５６４により更新された管理データ
５７（図１４参照）を用いて、モニタリング装置Ｍ－４をモニタリング装置Ｍ－１の代替
装置として使用できるか否かを決定する（ステップＳ４１１）。具体的には、判断部５６
３は、異常が発生したモニタリング装置Ｍ－１の使用中特徴データ３１２を、ステップＳ
４０７で検出されたモニタリング装置Ｍ－４の固有特徴データ３４１と比較する。判断部
５６３は、比較結果に基づいて、モニタリング装置Ｍ－４が元来有する特徴がモニタリン
グ装置Ｍ－１でモニタリングに使用されていた特徴を含んでいるか否かを判断する。
【０１５０】
　モニタリング装置Ｍ－４が元来有する特徴がモニタリング装置Ｍ－１でモニタリングに
使用されていた特徴を含んでいない場合、判断部５６３は、ステップＳ４０７で検出した
モニタリング装置Ｍ－４を異常が発生したモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として使用
できないことを決定する。この場合、探索部５６１は、異常が発生したモニタリング装置
Ｍ－１の代替装置の候補の探索を再開するために、探索パケット８１の送信を開始する（
ステップＳ４０４）。探索部５６１は、モニタリング装置Ｍ－４以外の装置から探索応答
パケット８２を受信した場合、この装置を代替装置の候補を検出できたと判断する。
【０１５１】
　一方、モニタリング装置Ｍ－４が元来有する特徴がモニタリング装置Ｍ－１でモニタリ
ングに使用されていた特徴を含んでいる場合、判断部５６３は、ステップＳ４０７で検出
されたモニタリング装置Ｍ－４を、異常が発生したモニタリング装置Ｍ－１の代替装置に
決定する。この場合、更新部５６４は、異常が発生したモニタリング装置Ｍ－１に代えて
、モニタリング装置Ｍ－４を管理対象に含めるように、管理データ５７を更新する（ステ
ップＳ４１２）。
【０１５２】
　図１５は、モニタリング装置Ｍ－４がモニタリング装置Ｍ－１の代替装置に決定された
場合において、更新部５６４により更新された管理データ５７を示す図である。
【０１５３】
　図１５を参照して、更新部５６４は、モニタリング装置Ｍ－４の使用中特徴データ３４
２を、モニタリング装置Ｍ－４のレコードに登録する。登録された使用中特徴データ３４
２は、モニタリング装置Ｍ－１の使用中特徴データ３１２と同じ内容を有する。
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【０１５４】
　モニタリング装置Ｍ－４は、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置であるため、モニタリ
ング装置Ｍ－１の名称、表示枠番号、記録チャネル番号を引き継ぐ。つまり、更新部５６
４は、モニタリング装置Ｍ－１のレコードに記録されているモニタリング装置Ｍ－１の名
称、表示枠番号及び記録チャネル番号を、モニタリング装置Ｍ－４のレコードに記録する
。また、更新部５６４は、モニタリング装置Ｍ－４のレコードにおいて、モニタリング装
置Ｍ－１の設定ファイル４１のファイル名を記録しない。詳細については後述するが、モ
ニタリング装置Ｍ－４の設定ファイル４４が、ステップＳ４１７においてモニタリング装
置Ｍ－４から送信されるためである。
【０１５５】
　ステップＳ４１２が実行された時点で、モニタリング装置Ｍ－４のレコードの状態の項
目は、「未登録」のままである。この理由は、ステップＳ４１２が実行された時点で、モ
ニタリング装置Ｍ－１の設定ファイル４１の内容がモニタリング装置Ｍ－４に反映されて
おらず、モニタリング装置Ｍ－４が、モニタリング装置Ｍ－１と同じ条件でモニタリング
をすることができないためである。
【０１５６】
　（モニタリング装置Ｍ－４の設定）
　上述のように、モニタリング装置Ｍ－４がモニタリング装置Ｍ－１の代替装置に決定さ
れた場合、図１１におけるステップＳ４１３と、図１２におけるステップＳ４１４～Ｓ４
１６により、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件がモニタリング装置Ｍ－４に反
映される。以下、詳しく説明する。
【０１５７】
　図１１を参照して、モニタリング装置Ｍ－４と映像記録装置Ｒ１とは、ＭＱＴＴプロト
コルに基づくコネクションＣ，Ｄを確立する（ステップＳ４１３）。コネクションＣでは
、モニタリング装置Ｍ－４がパブリッシャであり、映像記録装置Ｒ１がサブスクライバで
ある。コネクションＤでは、映像記録装置Ｒ１がパブリッシャであり、モニタリング装置
Ｍ－４がサブスクライバである。ステップＳ４１３は、映像記録装置Ｒ１の通信先がモニ
タリング装置Ｍ－４である点を除き、ステップＳ３０１，Ｓ３０２（図１０参照）と同じ
であるため、その詳細な説明を省略する。
【０１５８】
　図１２を参照して、映像記録装置Ｒ１において、装置管理部５６５は、コネクションＤ
を介して、ＨＤＤ５５に記憶されているモニタリング装置Ｍ－１の設定ファイル４１を、
モニタリング装置Ｍ－４に送信する（ステップＳ４１４）。図１２に示していないが、モ
ニタリング装置Ｍ－４において、動作管理部１１３は、設定ファイル４１を受信した場合
、設定ファイル４１の送信に対する応答（ＡＣＫ）を送信する。
【０１５９】
　動作管理部１１３は、映像記録装置Ｒ１から受信した設定ファイル４１を、モニタリン
グ装置Ｍ－４が有する特徴に合うように修正して、設定ファイル４４を生成する（ステッ
プＳ４１５）。動作管理部１１３は、ステップＳ４１５で生成した設定ファイル４４を記
憶装置１１２に保存する。
【０１６０】
　例えば、モニタリング装置Ｍ－４が、モニタリング装置Ｍ－１と異なる機種である場合
、ステップＳ４１４で受信した設定ファイル４１をそのまま使用することができない。こ
の場合、動作管理部１１３は、自装置（モニタリング装置Ｍ－４）の仕様に合わせて、設
定ファイル４１を修正する。
【０１６１】
　モニタリング装置Ｍ－４が、モニタリング装置Ｍ－１が有していない新たな特徴を有し
ている場合、この新たな特徴がモニタリングにおいてどのように用いられるかを、モニタ
リング装置Ｍ－４のモニタリング条件として設定する必要がある。例えば、モニタリング
装置Ｍ－４が、モニタリング装置Ｍ－１が有していない新たな特徴として映像のコントラ
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スト調整機能を有している場合がある。この場合、動作管理部１１３は、コントラスト調
整機能を使用する条件を設定ファイル４１に追加する。コントラスト調整機能の使用条件
として、例えば、カメラＣ－４が逆光の条件下で撮影した場合などが挙げられる。
【０１６２】
　モニタリング装置Ｍ－４が、モニタリング装置Ｍ－１の特徴を有していない場合がある
。この場合、動作管理部１１３は、モニタリング装置Ｍ－４が有していない特徴について
の条件を設定ファイル４１から削除する。
【０１６３】
　動作管理部１１３は、ステップＳ４１４で受信した設定ファイル４１を変更しなくても
よい場合、受信した設定ファイル４１をそのまま設定ファイル４４として記憶装置１１２
に保存する。
【０１６４】
　そして、動作管理部１１３は、記憶装置１１２に保存された設定ファイル４４に基づい
て、モニタリング装置Ｍ－４のモニタリング条件を変更する（ステップＳ４１６）。設定
ファイル４４には、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件が反映されているため、
モニタリング装置Ｍ－４は、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件と同じ条件でモ
ニタリングを行うことができる。
【０１６５】
　なお、ステップＳ４１６では、モニタリング装置Ｍ－４のモニタリング条件のうち、カ
メラＣ－４の撮影方向及び画角は変更されない。カメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整
については、後述する。
【０１６６】
　モニタリング装置Ｍ－４のモニタリング条件が変更された後に、動作管理部１１３は、
コネクションＣを介して、記憶装置１１２に記憶されている設定ファイル４４を映像記録
装置Ｒ１に送信する（ステップＳ４１７）。設定ファイル４４は、モニタリング装置Ｍ－
１の設定ファイル４１を修正したファイルであり、設定ファイル４１と同一のファイルで
あるとは限らない。このため、設定ファイル４４は、バックアップのために映像記録装置
Ｒ１に送信される。映像記録装置Ｒ１において、装置管理部５６５は、モニタリング装置
Ｍ－４から送信された設定ファイル４４をＨＤＤ５５に保存する。
【０１６７】
　モニタリング装置Ｍ－４における特徴通知部１１４は、記憶装置１１２に記憶された設
定ファイル４４の内容に基づいて、記憶装置１１２に記憶されている使用中特徴データ３
４２を更新する（ステップＳ４１８）。動作管理部１１３は、コネクションＣを介して、
更新された使用中特徴データ３４２を映像記録装置Ｒ１に送信する（ステップＳ４１９）
。
【０１６８】
　映像記録装置Ｒ１において、特徴データ取得部５６２は、ステップＳ４１９で送信され
た使用中特徴データ３４２を取得する。更新部５６４は、図１５に示す管理データ５７の
使用中特徴データ３４２を、ステップＳ４１９で送信された使用中特徴データ３４２に置
き換える。
【０１６９】
　上述のように、モニタリング装置Ｍ－４の設定ファイル４４は、モニタリング装置Ｍ－
１の設定ファイル４１と同一の内容を有するとは限らないため、モニタリング装置Ｍ－４
がモニタリングで使用する特徴が、モニタリング装置Ｍ－１でモニタリングに使用されて
いた特徴に一致しない場合がある。管理データ５７に記録されている使用中特徴データ３
４２の内容を、モニタリング装置Ｍ－４が実際にモニタリングで使用している特徴に一致
させるために、モニタリング装置Ｍ－４は、更新された使用中特徴データ３４２を映像記
録装置Ｒ１に送信する。
【０１７０】
　映像記録装置Ｒ１において、特徴データ取得部５６２が更新された使用中特徴データ３
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４２を取得することにより、更新部５６４は、モニタリング装置Ｍ－４がモニタリング装
置Ｍ－１の代替装置としてモニタリングを開始できると判断する。更新部５６４は、管理
データ５７を、図１５に示す内容から図１６に示す内容に更新する。具体的には、図１６
に示すように、更新部５６４は、モニタリング装置Ｍ－４のレコードの状態の項目を、「
正常」に変更する。更新部５６４は、ステップＳ４１７（図１１参照）でモニタリング装
置Ｍ－４から送信された設定ファイル４４のファイル名を、モニタリング装置Ｍ－４のレ
コードに記録する。また、更新部５６４は、モニタリング装置Ｍ－１のレコードにおいて
、装置ＩＤを除く全ての項目のデータを削除する。
【０１７１】
　その後、モニタリング装置Ｍ－４は、後述するように、カメラＣ－４の撮影方向及び画
角を調整する。モニタリング装置Ｍ－４は、カメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整終了
を映像記録装置Ｒ１に通知した後に、モニタリングを開始する。映像記録装置Ｒ１及びモ
ニタリング装置Ｍ－４は、コネクションＣ，Ｄを使用して、互いの動作確認を繰り返し実
行する（ステップＳ４１８）。
【０１７２】
　｛２．４．カメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整｝
　上述のように、モニタリング装置Ｍ－４が、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置として
ネットワーク３に接続された場合、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件がモニタ
リング装置Ｍ－４に反映される。
【０１７３】
　しかし、モニタリング装置Ｍ－４のカメラＣ－４の撮影方向及び画角については、モニ
タリング装置Ｍ－４を設置した作業員が行う場合がある。例えば、カメラＣ－４が、撮影
方向を自動で調整する機能、又は、画角を自動で調整する機能を有していない場合、モニ
タリング装置Ｍ－４を設置した作業員が、カメラＣ－４の撮影方向及び画角を手動で調整
する必要がある。
【０１７４】
　作業員は、通信端末Ａ１に表示される調整アシスト画面を参照することにより、カメラ
Ｃ－４の撮影方向及び画角を、モニタリング装置Ｍ－１におけるカメラＣ－１の撮影方向
及び画角に容易に一致させることができる。以下、通信端末Ａ１に表示される調整アシス
ト画面を用いたカメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整について説明する。
【０１７５】
　（通信端末Ａ１の動作）
　図１７は、図１に示す通信端末Ａ１の動作を示すフローチャートである。以下、図１７
を参照しながら、通信端末Ａ１の動作について説明する。
【０１７６】
　モニタリング装置Ｍ－４が映像記録装置Ｒ１と動作確認を開始した後に（図１１のステ
ップＳ４１８）、作業員は、通信端末Ａ１を操作して、通信端末Ａ１をネットワーク３に
接続させる（ステップＳ５０１）。
【０１７７】
　通信端末Ａ１において、参照データ取得部２０２は、映像記録装置Ｒ１（図４参照）の
ＨＤＤ５５に保存されている参照画像データ５１１及び参照加速度データ５２１を取得す
る（ステップＳ５０２）。参照画像データ５１１は、モニタリング装置Ｍ－１がモニタリ
ングしている間にカメラＣ－１によって撮影された静止画像である。参照加速度データ５
２１は、モニタリング装置Ｍ－１が備える加速度センサ１０７によって検出された加速度
のデータである。参照加速度データ５２１における加速度は、モニタリング装置Ｍ－１が
モニタリングする間に検出される。
【０１７８】
　図１７に示していないが、通信端末Ａ１とモニタリング装置Ｍ－４とは、ＭＱＴＴプロ
トコルに基づくコネクションを確立する。ここで確立されるコネクションにおいて、モニ
タリング装置Ｍ－４が、アシスト情報２１１をトピックとして送信するためにパブリッシ
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ャとして動作し、通信端末Ａ１がサブスクライバとして動作する。
【０１７９】
　リアルタイム受信部２０１は、通信端末Ａ１とモニタリング装置Ｍ－４との間に確立さ
れたコネクションを介して、アシスト情報２１１の送信をモニタリング装置Ｍ－４に要求
する（ステップＳ５０３）。アシスト情報２１１は、カメラＣ－４によって生成されたラ
イブ用映像データ４１Ｄと、モニタリング装置Ｍ－４の加速度センサ１０７により検出さ
れた加速度とを含む。リアルタイム受信部２０１は、アシスト情報２１１を受信するまで
（ステップＳ５０４においてＹｅｓ）、待機する。
【０１８０】
　モニタリング装置Ｍ－４において、アシスト情報送信部１１１は、通信端末Ａ１からア
シスト情報２１１の送信要求を受け付けた場合、通信端末Ａ１とモニタリング装置Ｍ－４
との間に確立されたコネクションを介して、アシスト情報２１１の送信を開始する。アシ
スト情報２１１は、通信端末Ａ１からの送信停止の要求があるまで、継続して送信される
。つまり、アシスト情報送信部１１１は、ライブ用映像データ４１Ｄと、モニタリング装
置Ｍ－４の加速度センサ１０７により検出された加速度をリアルタイムに通信端末Ａ１に
送信する。
【０１８１】
　通信端末Ａ１において、リアルタイム受信部２０１がモニタリング装置Ｍ－４からのア
シスト情報２１１を受信した場合（ステップＳ５０４においてＹｅｓ）、調整アシスト部
２０３が、アシスト情報２１１を用いてアシスト画面をタッチパネル２０４に表示する（
ステップＳ５０５）。アシスト画面の表示内容の詳細については、後述する。
【０１８２】
　アシスト情報２１１に含まれるライブ用映像データ４１Ｄが、リアルタイムに送信され
ている。このため、タッチパネル２０４に表示されるアシスト画面において、カメラＣ－
４により撮影された映像がリアルタイムに表示される。アシスト情報２１１に含まれる加
速度（モニタリング装置Ｍ－４の加速度センサ１０７により検出された加速度）の使用方
法については、後述する。
【０１８３】
　作業員は、タッチパネル２０４に表示されたアシスト画面を見ながら、カメラＣ－４の
撮影方向及び画角を手動で調整する。例えば、作業員は、モニタリング装置Ｍ－４の筐体
の向きを手動で変えることにより、カメラＣ－４の撮影方向を調整する。作業員は、カメ
ラＣ－４に設けられた画角調整用のダイヤルを回すことにより、カメラＣ－４の画角を調
整する。
【０１８４】
　作業員は、カメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整が終了した場合、タッチパネル２０
４を操作して、アシスト画面の表示終了を通信端末Ａ１に指示する。アシスト画面の表示
終了を指示するための具体的な操作については、後述する。通信端末Ａ１において、アシ
スト画面の表示終了が指示された場合（ステップＳ５０６においてＹｅｓ）、リアルタイ
ム受信部２０１は、アシスト情報２１１の送信停止をモニタリング装置Ｍ－４に要求して
、図１７に示す処理を終了する。モニタリング装置Ｍ－４において、アシスト情報送信部
１１１は、アシスト情報２１１の送信停止の要求を受けた場合、アシスト情報２１１の送
信を停止する。
【０１８５】
　（アシスト画面の内容）
　図１８は、通信端末Ａ１のタッチパネル２０４に表示されるアシスト画面２２０の一例
を示す図である。
【０１８６】
　図１８を参照して、アシスト画面２２０は、映像表示領域２２１を含む。映像表示領域
２２１には、ライブ用映像データ４１Ｄと、参照画像データ５１１の輪郭画像とが表示さ
れる。参照画像データ５１１の輪郭画像は、ライブ用映像データ４１Ｄの上に配置される
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。図１８では、ライブ用映像データ４１Ｄを実線で示し、参照画像データ５１１の輪郭画
像を破線で示している。作業員は、映像表示領域２２１を参照することによって、モニタ
リング装置Ｍ－４におけるカメラＣ－４の撮影方向及び画角を、モニタリング装置Ｍ－１
におけるカメラＣ－１の撮影方向及び画角に一致させるように、カメラＣ－４の撮影方向
及び画角を調整することができる。
【０１８７】
　アシスト画面２２０は、水平角調整インジケータ２２２と、俯角調整インジケータ２２
３と、左方向指示アイコン２２４と、右方向指示アイコン２２５と、下方向指示アイコン
２２６と、上方向指示アイコン２２７と、拡大指示アイコン２２８と、縮小指示アイコン
２２９と、手動調整指示アイコン２２３ａと、調整終了ボタン２２３ｂとを含む。
【０１８８】
　手動調整指示アイコン２２３ａは、モニタリング装置Ｍ－４を設置した作業者に対して
、カメラＣ－４の撮影方向と画角の大まかな調整を手動で行うことを指示するアイコンで
ある。手動調整指示アイコン２２３ａがアシスト画面２２０に表示されている場合、手動
調整指示アイコン２２３ａ及び調整終了ボタン２２３ｂを除く他の全てのインタフェース
（水平角調整インジケータ２２２等）は、アシスト画面２２０に表示されない。調整終了
ボタン２２３ｂは、カメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整終了を通信端末Ａ１に指示す
るためのインタフェースである。
【０１８９】
　調整アシスト部２０３は、ライブ用映像データ４１Ｄと参照画像データ５１１との類似
度をリアルタイムで演算している。本実施の形態では、類似度は、その値が大きくなるほ
ど、ライブ用映像データ４１Ｄと参照画像データ５１１とが一致している可能性が高いこ
とを示す。調整アシスト部２０３は、類似度が所定の閾値を超えた場合、手動調整指示ア
イコン２２３ａをアシスト画面から消去し、微調整のためのインタフェースをアシスト画
面２２０に表示する。微調整のためのインタフェースは、図１８において表示されている
インタフェースのうち、手動調整指示アイコン２２３ａを除く全てのインタフェースであ
る。調整終了ボタン２２３ｂは、継続してアシスト画面２２０に表示される。
【０１９０】
　以下、微調整のためのインタフェースを用いたカメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整
について、カメラＣ－４が俯角及び水平角を個別に調整する機種である場合を例に説明す
る。
【０１９１】
　調整アシスト部２０３は、最初に、俯角調整インジケータ２２３と、下方向指示アイコ
ン２２６と、上方向指示アイコン２２７とを表示する。つまり、調整アシスト部２０３は
、カメラＣ－４の俯角の微調整を作業員に最初に実行させる。
【０１９２】
　俯角調整インジケータ２２３は、モニタリング装置Ｍ－１のカメラＣ－１の俯角と、モ
ニタリング装置Ｍ－４のカメラＣ－４の俯角とが一致している度合いを示す。監視装置Ｍ
－１，Ｍ－４における加速度センサ１０７は、互いに直行する３軸の方向の加速度を検出
することができる。調整アシスト部２０３は、モニタリング装置Ｍ－４の加速度から各軸
方向における重力方向の加速度成分を抽出し、参照加速度データ５２１からモニタリング
装置Ｍ－１の各軸方向における重力方向の加速度成分を抽出する。調整アシスト部２０３
は、モニタリング装置Ｍ－４における各軸方向の重力方向の加速度成分をモニタリング装
置Ｍ－１における各軸方向の重力方向の加速度成分と比較する。調整アシスト部２０３は
、モニタリング装置Ｍ－４における重力方向の加速度成分とモニタリング装置Ｍ－１にお
ける重力方向の加速度成分との差が小さいほど、俯角調整インジケータ２２３の値を１０
０％に近づける。作業員は、俯角調整インジケータ２２３を参照することにより、モニタ
リング装置Ｍ－４のカメラＣ－４の俯角の調整を終了してもよいか否かを容易に判断でき
る。
【０１９３】
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　下方向指示アイコン２２６及び上方向指示アイコン２２７は、カメラＣ－４の上下方向
における移動方向を指示するためのアイコンである。図１８では、下方向指示アイコン２
２６及び上方向指示アイコン２２７の両者を表示しているが、実際には、アシスト画面２
２０は、下方向指示アイコン２２６及び上方向指示アイコン２２７のうちいずれか一方の
アイコンを表示する。
【０１９４】
　調整アシスト部２０３は、モニタリング装置Ｍ－４における重力方向の加速度とモニタ
リング装置Ｍ－１における重力方向の加速度との比較結果に基づいて、カメラＣ－４を上
下方向のどちらの方向に向ければよいかを判断する。調整アシスト部２０３は、判断結果
に基づいて、下方向指示アイコン２２６及び上方向指示アイコン２２７のうちいずれか一
方を、アシスト画面２２０に表示する。
【０１９５】
　俯角調整インジケータ２２３の値が所定の閾値（例えば、９５％）を超えた場合、調整
アシスト部２０３は、俯角の調整が終了したと判断し、俯角の調整終了を作業員に通知す
る。調整アシスト部２０３は、続いて、カメラＣ－４の水平角の微調整を作業員に実行さ
せる。具体的には、調整アシスト部２０３は、水平角調整インジケータ２２２と、左方向
指示アイコン２２４と、右方向指示アイコン２２５とをアシスト画面２２０に表示する。
【０１９６】
水平角調整インジケータ２２２は、モニタリング装置Ｍ－１におけるカメラＣ－１の水平
角とモニタリング装置Ｍ－４におけるカメラＣ－４の水平角とが一致している度合いを示
す。調整アシスト部２０３は、ライブ用映像データ４１Ｄの輪郭画像と、参照画像データ
５１１の輪郭画像とを比較し、２つの輪郭画像の一致度合いを算出する。調整アシスト部
２０３は、一致度合いが大きいほど、水平角調整インジケータ２２２の値を１００％に近
づける。
【０１９７】
　左方向指示アイコン２２４及び右方向指示アイコン２２５は、カメラＣ－４を左右方向
のうちどちらの方向に向ければよいかを指示するアイコンである。図１８では、左方向指
示アイコン２２４及び右方向指示アイコン２２５の両者が、アシスト画面２２０に表示さ
れている。しかし、実際には、左方向指示アイコン２２４及び右方向指示アイコン２２５
のうちいずれか一方のアイコンが、水平角調整インジケータ２２２とともにアシスト画面
２２０に表示される。
【０１９８】
　調整アシスト部２０３は、ライブ用映像データ４１Ｄの輪郭画像と、参照画像データ５
１１の輪郭画像との比較結果に基づいて、カメラＣ－４を左右方向のどちらの方向に向け
ればよいかを判断する。調整アシスト部２０３は、判断結果に基づいて、左方向指示アイ
コン２２４及び右方向指示アイコン２２５のうちいずれか一方を、アシスト画面２２０に
表示する。調整アシスト部２０３は、２つの輪郭画像の一致度合いが所定の値を超えた場
合、水平方向の調整を終了してもよいことを通知する。
【０１９９】
　ここで、カメラＣ－４の俯角を、水平角よりも先に調整する理由を説明する。カメラＣ
－４の俯角の調整を終了する前に２つの輪郭画像の一致度合いを算出した場合、この一致
度合いは、２つの輪郭画像の垂直方向のずれと、２つの輪郭画像の水平方向のずれとの両
者を包含することになる。調整アシスト部２０３は、２つの輪郭画像の一致度合いが２つ
の輪郭画像の垂直方向のずれを含まないようにするために、カメラＣ－４の俯角の調整が
終了した後に、２つの輪郭画像の一致度合いを算出して、水平角調整インジケータ２２２
の表示内容を決定する。作業員は、水平角調整インジケータ２２２を参照することにより
、モニタリング装置Ｍ－４におけるカメラＣ－４の方位角の調整を終了してもよいか否か
を容易に判断できる。
【０２００】
　調整アシスト部２０３は、カメラＣ－４の水平角の調整終了を作業員に通知した後に、
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カメラＣ－４の画角の微調整を作業員に実行させる。具体的には、調整アシスト部２０３
は、拡大指示アイコン２２８及び縮小指示アイコン２２９をアシスト画面２２０に表示す
る。
【０２０１】
　拡大指示アイコン２２８及び縮小指示アイコン２２９は、カメラＣ－４の画角を大きく
すればよいか、小さくすればよいかを指示するためのアイコンである。調整アシスト部２
０３は、ライブ用映像データ４１Ｄの輪郭画像と、参照画像データ５１１の輪郭画像との
比較結果に基づいて、モニタリング装置Ｍ－１におけるカメラＣ－１の画角とモニタリン
グ装置Ｍ－４におけるカメラＣ－４の画角との一致度合いを算出する。調整アシスト部２
０３は、算出した画角の一致度合いに基づいて、拡大指示アイコン２２８及び縮小指示ア
イコン２２９のうちいずれか一方のアイコンをアシスト画面２２０に表示する。作業員は
、アシスト画面２２０に表示される拡大指示アイコン２２８又は縮小指示アイコン２２９
に基づいて、カメラＣ－４の画角を容易に調整できる。調整アシスト部２０３は、画角の
一致度合いが所定の値を超えた場合、画角の調整を終了してもよいことを通知してもよい
。
【０２０２】
　作業者は、カメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整が終了した場合、アシスト画面２２
０に表示されている調整終了ボタン２２３ｂをタップする。調整終了ボタン２２３ｂがタ
ップされた場合、通信端末Ａ１は、撮影方向及び画角の調整終了をモニタリング装置Ｍ－
４に通知する。モニタリング装置Ｍ－４は、調整終了が通信端末Ａ１から通知された場合
、モニタリングを開始する。
【０２０３】
　ここまで、カメラＣ－４の俯角及び水平角を個別に調整する例を説明した。しかし、カ
メラＣ－４の撮影方向を上下方向及び左右方向に同時に移動させることができるように、
カメラＣ－４が固定されている場合がある。この場合、カメラＣ－４の撮影方向を上下方
向のみに移動させたり、左右方向のみに移動させたりすることは困難である。従って、カ
メラＣ－４を撮影方向を上下方向及び左右方向に同時に移動させることができる場合、俯
角調整のためのインタフェース及び水平角調整のためのインタフェースの両者を、手動調
整が終了したタイミングで同時に表示してもよい。
【０２０４】
　｛３．モニタリングシステム１００の効果｝
　以上説明したように、映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－１で故障が発生した
場合、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置の候補としてモニタリング装置Ｍ－４を検出す
る。モニタリング装置Ｍ－４の固有特徴データ３４１をモニタリング装置Ｍ－１の使用中
特徴データ３１２と比較する。映像記録装置Ｒ１は、その比較結果に基づいて、検出した
モニタリング装置Ｍ－４をモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として使用できるか否かを
判断する。この結果、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件を引き継ぐことのでき
ないモニタリング装置が、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置として使用されることを防
ぐことができ、モニタリングシステム１００におけるモニタリング条件が意図せず変更さ
れることを防ぐことができる。
【０２０５】
　映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－４の固有特徴データ３４１をモニタリング
装置Ｍ－１の使用中特徴データ３１２と比較する。その比較結果に基づいて、モニタリン
グ装置Ｍ－４が元来有する特徴が、モニタリング装置Ｍ－１がモニタリングで使用してい
る特徴を包含すると判断された場合、モニタリング装置Ｍ－４が、モニタリング装置Ｍ－
１の代替装置として決定される。モニタリング装置Ｍ－１が元来有する特徴と、モニタリ
ング装置Ｍ－４が元来有する特徴とが一致しない場合であっても、モニタリング装置Ｍ－
４をモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として決定することができるため、モニタリング
装置Ｍ－１の代替装置を容易に選定することができる。
【０２０６】
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　映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－４をモニタリング装置Ｍ－１の代替装置に
決定した場合、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件が設定された設定ファイル４
１をモニタリング装置Ｍ－４に送信する。モニタリング装置Ｍ－４は、映像記録装置Ｒ１
から送信された設定ファイル４１に基づいて、自装置におけるモニタリング条件を設定す
る。この結果、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件と異なるモニタリング条件が
モニタリング装置Ｍ－４に設定されることを防ぐことができる。
【０２０７】
　通信端末Ａ１は、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置としてモニタリング装置Ｍ－４が
設置された場合、モニタリング装置Ｍ－４におけるカメラＣ－４の撮影方向及び画角を調
整するためのアシスト画面２２０を表示する。作業員は、アシスト画面２２０を参照する
ことで、カメラＣ－４の撮影方向及び画角がモニタリング装置Ｍ－１におけるカメラＣ－
１の撮影方向及び画角と一致するように、カメラＣ－４の撮影方向及び画角を容易に調整
することができる。
【０２０８】
　通信端末Ａ１は、モニタリング装置Ｍ－１における重力方向の加速度と、モニタリング
装置Ｍ－４における重力方向の加速度とを比較することにより、モニタリング装置Ｍ－４
におけるカメラＣ－４の撮影方向の俯角が適切で否かを判断する。これにより、カメラＣ
－４の俯角を、モニタリング装置Ｍ－１のカメラＣ－４の俯角に合わせることが容易とな
る。また、カメラＣ－４の俯角を決定した上でカメラＣ－４の水平角を決定することがで
きるため、カメラＣ－４の撮影方向を決定する作業を簡略化することができる。
【０２０９】
　［第２の実施の形態］
　｛１．モニタリングシステム２００の構成｝
　｛１．１．全体構成｝
　図１９は、本発明の第２の実施の形態に係るモニタリングシステム２００の構成を示す
図である。図１９を参照して、モニタリングシステム２００は、モニタリング装置Ｍ－１
～Ｍ－３，Ｍ－５と、映像記録装置Ｒ２と、モニタリング用端末２と、通信端末Ａ１とを
備える。
【０２１０】
　映像記録装置Ｒ２は、記録用映像データ１１Ｃ～３１Ｃをモニタリング装置Ｍ－１～Ｍ
－３から取得し、取得した記録用映像データ１１Ｃ～３１ＣをＨＤＤに保存する。映像記
録装置Ｒ２は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３のうち、オペレータにより指定されたモ
ニタリング装置からライブ用映像データ１１Ｄ～３１Ｄを取得してモニタに表示する。
【０２１１】
　モニタリング装置Ｍ－５は、モニタリング装置Ｍ－１が故障した場合に、モニタリング
装置Ｍ－１の代替装置として使用される。モニタリング装置Ｍ－５は、送信条件を満たす
イベント検出した場合、記録用映像データ５１Ｃを映像記録装置Ｒ２に送信する。モニタ
リング装置Ｍ－５は、映像記録装置Ｒ２の要求に応じて、ライブ用映像データ５１Ｄを映
像記録装置Ｒ２に送信する。
【０２１２】
　上記第１の実施の形態では、映像記録装置Ｒ１が、モニタリング装置Ｍ－４を、故障し
たモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として使用できるか否かを判断した。これに対して
、本実施の形態では、モニタリング装置Ｍ―５が、故障したモニタリング装置Ｍ－１の代
替装置として動作できるか否かを判断する。
【０２１３】
　｛１．２．モニタリング装置Ｍ－５の構成｝
　図２０は、図１９に示すモニタリング装置Ｍ－５の構成を示す機能ブロック図である。
図２０を参照して、モニタリング装置Ｍ－５は、カメラＣ－５と、イベント検出装置Ｅ－
５と、記憶装置１５１と、動作管理部１５２と、特徴データ取得部１５３と、判断部１５
４と、アシスト情報送信部１５５を備える。
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【０２１４】
　カメラＣ－５の構成は、図２に示すカメラＣ－１と同じである。イベント検出装置Ｅ－
５の構成は、図２に示すイベント検出装置Ｅ－１と同じである。アシスト情報送信部１５
５は、図３に示すアシスト情報送信部１１１と同じである。このため、カメラＣ－５、イ
ベント検出装置Ｅ－５、アシスト情報送信部１５５についての詳細な説明を省略する。
【０２１５】
　（記憶装置１５１）
　記憶装置１５１は、不揮発性の記憶装置であり、例えば、フラッシュメモリである。記
憶装置１５１は、特徴データ３５と、設定ファイル４５とを保存する。
【０２１６】
　特徴データ３５は、モニタリング装置Ｍ－５が有する特徴を記録したデータである。特
徴データ３５は、固有特徴データ３５１と、使用中特徴データ３５２とを含む。固有特徴
データ３５１は、モニタリング装置Ｍ－５が元来有する特徴を記録したデータである。使
用中特徴データ３５２は、モニタリング装置Ｍ－５が元来有する特徴のうち、モニタリン
グに用いられている特徴を記録したデータである。
【０２１７】
　設定ファイル４５は、モニタリング装置Ｍ－５のモニタリング条件を記録したファイル
である。設定ファイル４５は、動作管理部１５２がモニタリング装置Ｍ－１の設定ファイ
ル４１を修正することにより生成される。
【０２１８】
　動作管理部１５２は、探索パケット８１を映像記録装置Ｒ２から受信した場合、探索応
答パケット８２を映像記録装置Ｒ２に送信する。動作管理部１５２は、映像記録装置Ｒ２
から設定ファイル４１を受信した場合、受信した設定ファイル４１に基づいてモニタリン
グ装置Ｍ－５のモニタリング条件を変更する。
【０２１９】
　特徴データ取得部１５３は、動作管理部１５２が探索応答パケット８２を映像記録装置
Ｒ２に送信した場合、モニタリング装置Ｍ－１の特徴データ３１を映像記録装置Ｒ２から
取得する。
【０２２０】
　判断部１５４は、故障したモニタリング装置Ｍ－１の特徴データ３１と、モニタリング
装置Ｍ－５の特徴データ３５とに基づいて、モニタリング装置Ｍ－５を故障装置の代替装
置として使用できるか否かを判断する。本実施の形態では、判断部１５４が、故障したモ
ニタリング装置Ｍ－１の使用中特徴データ３１２とモニタリング装置Ｍ－５の固有特徴デ
ータ３５１とを用いる場合を説明するが、これに限られるものではない。
【０２２１】
　｛１．３．映像記録装置Ｒ２の構成｝
　図２１は、図１９に示す映像記録装置Ｒ２の構成を示す機能ブロック図である。図２１
を参照して、映像記録装置Ｒ２は、映像記録装置Ｒ１が備える管理部５６（図４参照）に
代えて、管理部５６Ａを備える。このため、管理部５６Ａを除く映像記録装置Ｒ２のその
他の構成についての詳細な説明を省略する。
【０２２２】
　管理部５６Ａは、管理部５６が備える特徴データ取得部５６２に代えて、特徴データ送
信部５６６を備える。また、管理部５６Ａは、判断部５６３を備えない。これらの点を除
き、管理部５６Ａは、管理部５６と同様の構成を有する。
【０２２３】
　特徴データ送信部５６６は、モニタリング装置Ｍ－１の特徴データ３４の送信要求をモ
ニタリング装置Ｍ－５から受けた場合、モニタリング装置Ｍ－１の特徴データ３４をモニ
タリング装置Ｍ－５に送信する。特徴データ送信部５６６以外の管理部５６Ａの構成につ
いては、上記第１の実施の形態と同じであるため、その説明を省略する。
【０２２４】
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　｛２．モニタリングシステム２００の動作｝
　｛２．１．代替装置の候補の探索｝
　映像記録装置Ｒ２は、モニタリング装置Ｍ－１が故障したと判断した場合、モニタリン
グ装置Ｍ－１における故障発生と、モニタリング装置Ｍ－１の交換を促すメッセージをモ
ニタ５４に表示する。メッセージが映像記録装置Ｒ２のモニタ５４に表示されるまでのモ
ニタリングシステム２００の動作は、上記第１の実施の形態と同様であるため、その説明
を省略する。
【０２２５】
　図２２は、モニタリングシステム２００の動作を示すシーケンス図である。図２２を参
照して、映像記録装置Ｒ２において、探索部５６１は、故障したモニタリング装置Ｍ－１
の代替装置を探索するために、探索パケット８１の送信を開始する（ステップＳ６０１）
。モニタリング装置Ｍ－５において、動作管理部１５２は、映像記録装置Ｒ２により送信
された探索パケット８１を受けた場合、探索応答パケット８２を映像記録装置Ｒ２に送信
する（ステップＳ６０２）。ステップＳ６０１，Ｓ６０２は、図１１に示すステップＳ４
０４，Ｓ４０６と同じ処理である。
【０２２６】
　｛２．２．管理データ５７の更新｝
　映像記録装置Ｒ２において、探索部５６１が探索応答パケット８２を受けた場合、更新
部５６４は、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置の候補が検出されたと判断して、管理デ
ータ５７を更新する（ステップＳ６０３）。ステップＳ６０３は、図１１に示すステップ
Ｓ４０７と同様の処理である。
【０２２７】
　図２３は、ステップＳ６０３で更新された管理データ５７を示す図である。図２３に示
すように、更新部５６４は、モニタリング装置Ｍ－５のレコードとして、行番号が「００
０４」に設定されたレコードを管理データ５７に追加する。モニタリング装置Ｍ－５から
の探索応答パケット８２に含まれる装置型番及びシリアル番号が、モニタリング装置Ｍ－
５のレコードに記録される。ステップＳ６０３の時点で、モニタリング装置Ｍ－５が、モ
ニタリング装置Ｍ－１の代替装置として動作するか否かが未定であるため、モニタリング
装置Ｍ－５のレコードにおいて、状態は「未登録」と記録される。装置型番、シリアル番
号及び状態以外のデータは、ステップＳ６０３の実行時点では、モニタリング装置Ｍ－５
のレコードに記録されない。
【０２２８】
　つまり、ステップＳ６０３の実行時点では、モニタリング装置Ｍ－５の固有特徴データ
３５１及び使用中特徴データ３５２は、モニタリング装置Ｍ－５のレコードに記録されな
い。映像記録装置Ｒ２は、モニタリング装置Ｍ－５が故障したモニタリング装置Ｍ－１の
代替装置として動作できるか否かを判断しないため、特徴データ３５をステップＳ６０３
の処理の実行時点で取得する必要がないためである。
【０２２９】
　｛２．３．コネクションの確立｝
　図２２を参照して、モニタリング装置Ｍ－５と映像記録装置Ｒ２とは、ＭＱＴＴプロト
コルに基づくコネクションＥ，Ｆを確立する（ステップＳ６０４）。コネクションＥでは
、モニタリング装置Ｍ－５がパブリッシャであり、映像記録装置Ｒ２がサブスクライバで
ある。コネクションＦでは、映像記録装置Ｒ２がパブリッシャであり、モニタリング装置
Ｍ－５がサブスクライバである。ステップＳ６０４は、ステップＳ３０１，Ｓ３０２（図
１０参照）と同じ処理であるため、その詳細な説明を省略する。
【０２３０】
　｛２．４．動作判断｝
　モニタリング装置Ｍ－５において、特徴データ取得部１５３は、故障したモニタリング
装置Ｍ－１の代替装置として動作可能か否かを判断するために、モニタリング装置Ｍ－１
の使用中特徴データ３１２を取得する（ステップＳ６０５～Ｓ６０６）。
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【０２３１】
　具体的には、特徴データ取得部１５３は、故障したモニタリング装置Ｍ－１の使用中特
徴データ３１２の送信を、コネクションＦを介して要求する（ステップＳ６０５）。モニ
タリング装置Ｍ－５は、ネットワーク３に接続してからコネクションＥ，Ｆの確立までに
おいて、故障したモニタリング装置Ｍ－１を特定するデータを保持していない。このため
、特徴データ取得部１５３は、ステップＳ６０５において、映像記録装置Ｒ２が故障した
と判断した装置の使用中特徴データの送信を要求する。
【０２３２】
　映像記録装置Ｒ２において、特徴データ送信部５６６は、特徴データ取得部１５３の要
求を受けた場合、故障したモニタリング装置Ｍ－１の使用中データ３１２をＨＤＤ５５か
ら読み出す。特徴データ送信部５６６は、その読み出した使用中特徴データ３１２を、コ
ネクションＦを介してモニタリング装置Ｍ－５に送信する（ステップＳ６０６）。モニタ
リング装置Ｍ－５における特徴データ取得部１５３は、その送信された使用中特徴データ
３１２を取得する。
【０２３３】
　モニタリング装置Ｍ－５において、特徴データ取得部１５３は、その取得した使用中特
徴データ３１２を、判断部１５４に出力する。判断部１５４は、使用中特徴データ３１２
が入力された場合、モニタリング装置Ｍ－５の固有特徴データ３５１を記憶装置１５１か
ら読み出す。
【０２３４】
　判断部１５４は、固有特徴データ３５１を使用中特徴データ３１２と比較し、その比較
結果に基づいて、モニタリング装置Ｍ－５が故障したモニタリング装置Ｍ－１の代替装置
として動作できるか否かを決定する（ステップＳ６０７）。ステップＳ６０７は、図１１
に示すステップＳ４１１と同じ処理であるため、その詳細な説明を省略する。
【０２３５】
　モニタリング装置Ｍ－５が元来有する特徴がモニタリング装置Ｍ－１でモニタリングに
使用されていた特徴を含んでいない場合、判断部１５４は、モニタリング装置Ｍ－５が故
障したモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として動作できないと判断する。この場合、モ
ニタリング装置Ｍ－５と映像記録装置Ｒ２とは、図２２に示されていない以下の処理を実
行する。
【０２３６】
　モニタリング装置Ｍ－５において、動作管理部１５２は、判断部１５４の判断結果を、
コネクションＦを介して映像記録装置Ｒ２に送信する。モニタリング装置Ｍ－５と映像記
録装置Ｒ２とは、コネクションＥ，Ｆを切断する。映像記録装置Ｒ２は、故障したモニタ
リング装置Ｍ－１の代替装置の候補の探索を再開する。
【０２３７】
　一方、モニタリング装置Ｍ－５が元来有する特徴がモニタリング装置Ｍ－１でモニタリ
ングに使用されていた特徴を含んでいる場合、判断部１５４は、モニタリング装置Ｍ－５
が故障したモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として動作できると判断する。この場合、
モニタリング装置Ｍ－５は、故障したモニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件と同じ
条件でモニタリングを実行するために、ステップＳ６０８～Ｓ６１１を実行する。
【０２３８】
　モニタリング装置Ｍ－５において、動作管理部１５２は、故障したモニタリング装置Ｍ
－１の設定ファイル４１の送信を、コネクションＦを介して要求する（ステップＳ６０８
）。モニタリング装置Ｍ－５は、上述のように、モニタリング装置Ｍ－１を特定するデー
タを保持していない。このため、動作管理部１５２は、映像記録装置Ｒ２が故障したと判
断した装置（モニタリング装置Ｍ－１）の設定ファイルの送信を要求する。
【０２３９】
　映像記録装置Ｒ２において、装置管理部５６５は、動作管理部１５２の要求を受けた場
合、故障したモニタリング装置Ｍ－１の設定ファイル４１をＨＤＤ５５から読み出す。装
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置管理部５６５は、その読み出した設定ファイル４１を、コネクションＦを介してモニタ
リング装置Ｍ－５に送信する（ステップＳ６０９）。
【０２４０】
　モニタリング装置Ｍ－５において、動作管理部１５２は、映像記録装置Ｒ２から送信さ
れた設定ファイル４１を受ける。動作管理部１５２は、設定ファイル４１を修正すること
により、モニタリング装置Ｍ－５の設定ファイル４５を生成する（ステップＳ６１０）。
ステップＳ６１０は、図１２に示すステップＳ４１５と同じ処理であるため、その詳細な
説明を省略する。
【０２４１】
　動作管理部１５２は、ステップＳ６１０で生成した設定ファイル４５に基づいて、モニ
タリング装置Ｍ－５のモニタリング条件を変更する（ステップＳ６１１）。これにより、
モニタリング装置Ｍ－５は、撮影方向及び画角を除いて、故障したモニタリング装置Ｍ－
１のモニタリング条件と同じ条件でモニタリングを行うことができる。
【０２４２】
　｛２．５．設定ファイルのバックアップ｝
　動作管理部１５２は、ステップＳ６１０で生成した設定ファイル４５を、コネクション
Ｅを介して映像記録装置Ｒ２に送信する（ステップＳ６１２）。映像記録装置Ｒ２におい
て、装置管理部５６５は、動作管理部１５２により送信された設定ファイル４５をＨＤＤ
５５に保存する。これにより、モニタリング装置Ｍ－５の設定ファイル４５が、映像記録
装置Ｒ２にバックアップされる。
【０２４３】
　動作管理部１５２は、ステップＳ６１０で生成した設定ファイル４５の内容に基づいて
、記憶装置１５１に保存されているモニタリング装置Ｍ－５の使用中特徴データ３５２を
更新する（ステップＳ６１３）。動作管理部１５２は、記憶装置１５１に保存されている
モニタリング装置Ｍ－５の特徴データ３５を、コネクションＥを介して送信する（ステッ
プＳ６１４）。ステップＳ６１４で送信される特徴データ３５は、ステップＳ６１３で更
新された使用中特徴データ３５２を含む。
【０２４４】
　映像記録装置Ｒ２において、装置管理部５６５が、ステップＳ６１４で送信された特徴
データ３５を受ける。装置管理部５６５は、ステップＳ６１２で送信された設定ファイル
４５と、ステップＳ６１４で送信された特徴データ３５とを受けることにより、モニタリ
ング装置Ｍ－５が故障したモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として動作すると判断する
。
【０２４５】
　更新部５６４は、装置管理部５６５の判断に基づいて、管理データ５７を更新する（ス
テップＳ６１５）。ステップＳ６１５により、管理データ５７は、図２３に示す内容から
、図２４に示す内容に更新される。具体的には、更新部５６４は、ステップＳ６１４で送
信された特徴データ３５を、図２３に示す管理データ５７におけるモニタリング装置Ｍ－
５のレコードに記録する。更新部５６４は、ＨＤＤ５５に保存された設定ファイル４５の
ファイル名を、図２３に示す管理データ５７におけるモニタリング装置Ｍ－５のレコード
に記録する。更新部５６４は、モニタリング装置Ｍ－５のレコードにおける状態を「正常
」変更する。モニタリング装置Ｍ－５のレコードにおいて、名称、表示枠番号及び記録チ
ャネル番号は、モニタリング装置Ｍ－１の設定内容を引き継ぐ。
【０２４６】
　モニタリング装置Ｍ－５は、カメラＣ－５の撮影方向及び画角を調整する。モニタリン
グ装置Ｍ－５の撮影方向及び画角の調整は、上記実施の形態と同様であるため、その説明
を省略する。
【０２４７】
　モニタリング装置Ｍ－５は、図２２に示していないが、カメラＣ－４の撮影方向及び画
角の調整終了を映像記録装置Ｒ２に通知し、モニタリングを開始する。その後、モニタリ
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ング装置Ｍ－５と映像記録装置Ｒ２とは、コネクションＥ，Ｆを使用して、互いの動作確
認を繰り返し実行する。（ステップＳ６１６）。
【０２４８】
　｛３．モニタリングシステム２００の効果｝
　以上説明したように、モニタリング装置Ｍ－５は、故障したモニタリング装置Ｍ－１の
使用中特徴データ３１２を映像記録装置Ｒ２から取得し、取得した使用中特徴データ３１
２をモニタリング装置Ｍ－５の固有特徴データ３５１と比較する。モニタリング装置Ｍ－
５は、その比較結果に基づいて、モニタリング装置Ｍ－５が故障したモニタリング装置Ｍ
－１の代替装置として動作できるか否かを判断する。この結果、モニタリング装置Ｍ－１
のモニタリング条件を引き継ぐことのできないモニタリング装置が、モニタリング装置Ｍ
－１の代替装置として使用されることを防ぐことができ、モニタリングシステム２００に
おけるモニタリング条件が意図せず変更されることを防ぐことができる。
【０２４９】
　また、モニタリング装置Ｍ－１が元来有する特徴と、モニタリング装置Ｍ－５が元来有
する特徴とが一致しない場合であっても、モニタリング装置Ｍ－５をモニタリング装置Ｍ
－１の代替装置として決定することができるため、モニタリング装置Ｍ－１の代替装置を
容易に選定することができる。
【０２５０】
　モニタリング装置Ｍ－５は、故障したモニタリング装置Ｍ－１の代替装置として動作す
る場合、モニタリング装置Ｍ－１のモニタリング条件が設定された設定ファイル４１を取
得する。モニタリング装置Ｍ－５は、取得した設定ファイル４１に基づいて、モニタリン
グ装置Ｍ－５のモニタリング条件を設定する。この結果、モニタリング装置Ｍ－１のモニ
タリング条件と異なるモニタリング条件がモニタリング装置Ｍ－５に設定されることを防
ぐことができる。
【０２５１】
　［変形例１］
　上記実施の形態では、動作確認及びモニタリング装置の交換時において、ＭＱＴＴプロ
トコルが用いられる例を説明した。しかし、モニタリング装置及び映像記録装置Ｒ１は、
動作確認及びモニタリング装置の交換時において、ＭＱＴＴプロトコル以外のプロトコル
を用いてもよい。具体的には、映像記録装置Ｒ１が、メッセージを送信するパブリッシャ
及びメッセージを受信するサブスクライバの両者として動作することができ、かつ、モニ
タリング装置Ｍ－４がパブリッシャ及びサブスクライバとして動作することができるプロ
トコルであればよい。具体的には、モニタリング装置及び映像記録装置Ｒ１は、双方向に
通信することができるプロトコルを用いて通信することができればよい。このとき、モニ
タリング装置と映像記録装置Ｒ１とが双方向で通信する場合に用いられるコネクションの
数は、特に限定されない。モニタリング装置Ｍ－１がモニタリング装置Ｍ－５と交換され
る場合も同様である。
【０２５２】
　［変形例２］
　上記実施の形態では、モニタリングシステム１００，２００が、通信端末Ａ１を備える
例を説明したが、これに限られない。モニタリングシステム１００，２００は、通信端末
Ａ１を備えなくてもよい。この場合であっても、映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置
Ｍ－１をモニタリング装置Ｍ－４と交換する場合において、モニタリング装置Ｍ－４が元
来有する特徴がモニタリング装置Ｍ－１で使用している特徴を包含しているか否かを判断
することができるため、モニタリングシステム１００におけるモニタリング条件が意図せ
ず変更されることを防ぐことができる。モニタリング装置Ｍ－１がモニタリング装置Ｍ－
５と交換される場合も同様である。
【０２５３】
　［変形例３］
　上記実施の形態では、映像記録装置Ｒ１が、図１１に示すステップＳ４１１において、
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モニタリング装置Ｍ－１の使用中特徴データ３１２をモニタリング装置Ｍ－４の固有特徴
データ３４１と比較する例を説明したが、これに限られない。映像記録装置Ｒ１において
、判断部５６３は、モニタリング装置Ｍ－１の固有特徴データ３１１をモニタリング装置
Ｍ－４の固有特徴データ３４１と比較して、モニタリング装置Ｍ－４が、モニタリング装
置Ｍ－１が元来有する特徴を包含しているか否かを判断してもよい。つまり、判断部５６
３は、モニタリング装置Ｍ－１が有する特徴を記録するデータと、モニタリング装置Ｍ－
４が有する特徴を記録するデータとに基づいて、モニタリング装置Ｍ－４をモニタリング
装置Ｍ－１の代替装置として使用できるか否かを判断すればよい。同様に、モニタリング
装置Ｍ－５は、モニタリング装置Ｍ－１の固有特徴データ３１１をモニタリング装置Ｍ－
５の固有特徴データ３５１と比較してもよい。
【０２５４】
　［変形例４］
　上記実施の形態では、モニタリング装置Ｍ－４がモニタリング装置Ｍ－１の代替装置に
決定された場合、装置管理部５６５が、モニタリング装置Ｍ－１の設定ファイル４１をモ
ニタリング装置Ｍ－４に送信する例を説明したが、これに限られない。装置管理部５６５
は、モニタリング装置Ｍ－１の設定ファイル４１をモニタリング装置Ｍ－４に送信しなく
てもよい。例えば、通信端末Ａ１が、通信端末Ａ１が備えるフラッシュメモリに保存され
ている設定ファイル４１を、モニタリング装置Ｍ－４に送信してもよい。モニタリング装
置Ｍ－１がモニタリング装置Ｍ－５と交換される場合も同様である。
【０２５５】
　［変形例５］
　上記第１の実施の形態では、映像記録装置Ｒ１が管理部５６を備える例を説明したが、
これに限られない。映像記録装置Ｒ１が管理部５６を備えていなくてもよい。映像記録装
置Ｒ１とは別の管理装置が、管理部５６を備えるとともに、ネットワーク３に接続されて
いればよい。上記第実施の形態においても、映像記録装置Ｒ２とは別の管理装置が、管理
部５７Ａを備えるとともに、ネットワーク３に接続されていてもよい。
【０２５６】
　［変形例６］
　上記実施の形態では、モニタリング装置Ｍ－１が故障した場合、映像記録装置Ｒ１が、
探索パケット８１をブロードキャストする例を説明した。しかし、モニタリング装置Ｍ－
１の代替装置であるモニタリング装置Ｍ－４は、モニタリング装置Ｍ－１が送信する探索
パケット８１に対応していない場合がある。この場合、モニタリング装置Ｍ－４は、探索
パケット８１を受信することができない。映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－４
が探索パケット８１を受信できるようにするために、モニタリング装置Ｍ－４が対応する
プロコトルを事前に特定してもよい。
【０２５７】
　具体的には、モニタリング装置Ｍ－１が故障した場合、映像記録装置Ｒ１は、モニタリ
ング装置Ｍ－１の代わりに用いられるモニタリング装置Ｍ－４のメーカ名及び機種名の入
力を受け付ける。映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置のメーカ名と、モニタリング装
置の機種名と、モニタリング装置が対応しているプロトコルとを対応付けたプロトコルデ
ータを保持している。映像記録装置Ｒ１は、プロトコルデータを参照して、入力されたモ
ニタリング装置Ｍ－４及び機種名に対応する少なくとも１つのプロトコルを特定する。探
索部５６１（図４参照）は、特定された少なくとも１つのプロトコルの各々に準拠する探
索パケット８１をブロードキャストする。
【０２５８】
　これにより、モニタリング装置Ｍ－４は、探索部５６１によりブロードキャストされる
探索パケット８１を受信することができる。モニタリング装置Ｍ－４は、２つ以上のプロ
トコルのうちいずれか１つのプロトコルに準拠した探索応答パケット８２を映像記録装置
Ｒ１に送信する。
【０２５９】
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　なお、映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－４のメーカ名及び機種名とともに、
モニタリング装置Ｍ－４の接続情報（ＩＰアドレスなど）の入力を受け付けてもよい。こ
の場合、探索部５６１は、探索パケット８１をブロードキャストしなくてもよい。探索部
５６１は、入力されたモニタリング装置Ｍ－４の接続情報に基づいて、探索パケット８１
の宛先をモニタリング装置Ｍ－４に設定して、モニタリング装置Ｍ－４に送信する。また
、映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－３の各々のプロトコルを、上記と
同様に特定してもよい。
【０２６０】
　上記第２の実施の形態においても、映像記録装置Ｒ２は、モニタリング装置Ｍ－５が探
索パケット８１を受信できるようにするために、モニタリング装置Ｍ－５が対応するプロ
コトルを事前に特定してもよい。
【０２６１】
　［変形例７］
　上記実施の形態では、映像記録装置Ｒ１が、固有特徴データ３１１及び使用中特徴デー
タ３１２をモニタリング装置Ｍ－１から取得する例を説明したが、これに限られない。映
像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－１以外の装置から固有特徴データ３１１を取得
し、取得した固有特徴データ３１１とＨＤＤ５５に記憶されている設定ファイル４１とに
基づいて、使用中特徴データ３１２を生成する。
【０２６２】
　図２５は、変形例７に係るモニタリングシステム１００Ａの構成を示す図である。図２
５に示すように、モニタリングシステム１００Ａは、図１に示すモニタリングシステム１
００が備える構成に加えて、特徴サーバＣＳを備える。特徴サーバＣＳは、ネットワーク
３に接続されており、映像記録装置Ｒ１と通信する。
【０２６３】
　特徴サーバＣＳは、特徴データベースＤを有する。特徴データベースＤは、モニタリン
グ装置Ｍ－１～Ｍ－４を含む様々なモニタリング装置の固有特徴データを保存している。
また、特徴データベースＤにおいて、固有特徴データは、モニタリング装置のメーカ名及
び機種名と対応付けられている。
【０２６４】
　モニタリングシステム１００Ａにおいて、映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－
１のメーカ名及び機種名の入力を受け付ける。映像記録装置Ｒ１の特徴データ取得部５６
２は、特徴データベースＤを参照して、モニタリング装置Ｍ－１のメーカ名及び機種名に
対応する固有特徴データを、モニタリング装置Ｍ－１の固有特徴データ３１１として特徴
サーバＣＳから取得する。更新部５６４は、取得された固有特徴データ３１１を管理デー
タ５７に記録する。
【０２６５】
　また、映像記録装置Ｒ１の装置管理部５６５は、取得した固有特徴データ３１１と、Ｈ
ＤＤ５５に記録されたモニタリング装置Ｍ－１の設定ファイル４１とに基づいて、モニタ
リング装置Ｍ－１の使用中特徴データ３１２を生成する。更新部５６４は、生成された使
用中特徴データ３１２を管理データ５７に記録する。
【０２６６】
　図２５に示す例では、映像記録装置Ｒ１は、固有特徴データ３１１を特徴サーバＣＳか
ら取得しているが、映像記録装置Ｒ１は、特徴データベースＤをＨＤＤ５５に保存してお
いてもよい。この場合、映像記録装置Ｒ１は、特徴サーバＣＳから特徴データベースＤを
取得してもよいし、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリ等の記憶媒体から特徴データ
ベースＤを取得してもよい。また、映像記録装置Ｒ１は、モニタリング装置Ｍ－４の固有
特徴データ３４１をモニタリング装置Ｍ－４以外の装置から取得してもよい。
【０２６７】
　［変形例８］
　上記第１の実施の形態では、通信端末Ａ１を用いて、カメラＣ－４の撮影方向及び画角
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を調整する例を説明したが、これに限られない。モニタリングシステム１００は、通信端
末Ａ１を用いずにカメラＣ－４の撮影方向及び画角を調整してもよい。上記第２の実施の
形態についても同様である。
【０２６８】
　例えば、モニタリング装置Ｍ－４が、図５に示すリアルタイム受信部２０１と、参照デ
ータ取得部２０２と、調整アシスト部２０３を備えていてもよい。この場合、モニタリン
グ装置Ｍ－４がアシスト画面２２０を生成する。モニタリング装置Ｍ－４は、モニタリン
グ装置Ｍ－４とＮＴＳＣ（National Television System Committee）ケーブルにより接続
されたモニタに、生成したアシスト画面を出力する。作業者は、モニタに表示されたアシ
スト画面２２０の表示に従って、カメラＣ－４の撮影方向及び画角を手動で調整する。な
お、モニタとモニタリング装置Ｍ－４とを接続するケーブルは、ＮＴＳＣケーブルでなく
てもよく、アシスト画面の映像信号をモニタリング装置Ｍ－４からモニタに出力すること
ができるケーブルであればよい。
【０２６９】
　［変形例９］
　上記実施の形態において、カメラＣ－４の撮影方向及び画角の調整終了の指示に用いら
れる調整終了ボタン２２３ｂが通信端末Ａ１に表示されるアシスト画面２２０に表示され
る例を説明したが、これに限られない。アシスト画面２２０が調整終了ボタン２２３ｂを
表示しなくてもよい。この場合、モニタリング装置Ｍ－４は、カメラＣ－４に予め設けら
れているボタン（例えば、初期化ボタン）が長押しされた場合に、カメラＣ－４の撮影方
向及び画角の調整が終了したと判断すればよい。あるいは、モニタリング装置Ｍ－４は、
カメラＣ－４の手動操作が所定の時間継続して行われなかった場合、カメラＣ－４の撮影
方向及び画角の調整が終了したと判断してもよい。上記第２の実施の形態についても同様
である。
【０２７０】
　［変形例１０］
　上記実施の形態において、映像記録装置Ｒ１，Ｒ２がＨＤＤ５５を備える例を説明した
が、これに限られない。映像記録装置Ｒ１，Ｒ２は、ＨＤＤ５５に代えて、ＳＳＤを備え
てもよい。また、映像記録装置Ｒ１，Ｒ２は、ＨＤＤ５５及びＳＳＤの両者を備えてもよ
い。この場合、ＨＤＤ５５が、記録用映像データを保存し、ＳＳＤが、設定ファイル４１
～４４及び管理データ５７を保存するようにしてもよい。つまり、映像記録装置Ｒ１は、
ＨＤＤ５５に記憶されている各種データを、複数の記憶装置に分散して保存してもよい。
【０２７１】
　［その他の変形例］
　また、上記実施形態で説明したモニタリング装置Ｍ－１～Ｍ－５及び映像記録装置Ｒ１
，Ｒ２において、各ブロックは、ＬＳＩなどの半導体装置により個別に１チップ化されて
も良いし、一部又は全部を含むように１チップ化されても良い。なお、ここでは、ＬＳＩ
としたが、集積度の違いにより、ＩＣ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳ
Ｉと呼称されることもある。
【０２７２】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路又は汎用プロセサで実
現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Field Programm
able Gate Array）や、ＬＳＩ内部の回路セルの接続や設定を再構成可能なリコンフィギ
ュラブル・プロセッサーを利用しても良い。
【０２７３】
　また、上記各実施形態の各機能ブロックの処理の一部または全部は、プログラムにより
実現されるものであってもよい。そして、上記各実施形態の各機能ブロックの処理の一部
または全部は、コンピュータにおいて、中央演算装置（ＣＰＵ）により行われる。また、
それぞれの処理を行うためのプログラムは、ハードディスク、ＲＯＭなどの記憶装置に格
納されており、ＲＯＭにおいて、あるいはＲＡＭに読み出されて実行される。
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【０２７４】
　また、上記実施形態の各処理をハードウェアにより実現してもよいし、ソフトウェア（
ＯＳ（オペレーティングシステム）、ミドルウェア、あるいは、所定のライブラリととも
に実現される場合を含む。）により実現してもよい。さらに、ソフトウェアおよびハード
ウェアの混在処理により実現しても良い。
【０２７５】
　例えば、上記実施形態（変形例を含む）の各機能部を、ソフトウェアにより実現する場
合、図２６に示したハードウェア構成（例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、入力部、出力
部等をバスＢｕｓにより接続したハードウェア構成）を用いて、各機能部をソフトウェア
処理により実現するようにしてもよい。
【０２７６】
　また、上記実施形態における処理方法の実行順序は、必ずしも、上記実施形態の記載に
制限されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で、実行順序を入れ替えることが
できるものである。
【０２７７】
　前述した方法をコンピュータに実行させるコンピュータプログラム及びそのプログラム
を記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、本発明の範囲に含まれる。ここで、
コンピュータ読み取り可能な記録媒体としては、例えば、フレキシブルディスク、ハード
ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、大容量ＤＶ
Ｄ、次世代ＤＶＤ、半導体メモリを挙げることができる。
【０２７８】
　上記コンピュータプログラムは、上記記録媒体に記録されたものに限られず、電気通信
回線、無線又は有線通信回線、インターネットを代表とするネットワーク等を経由して伝
送されるものであってもよい。
【０２７９】
　また、文言「部」は、「サーキトリー（ｃｉｒｃｕｉｔｒｙ）」を含む概念であっても
よい。サーキトリーは、ハードウェア、ソフトウェア、あるいは、ハードウェアおよびソ
フトウェアの混在により、その全部または一部が、実現されるものであってもよい。
【０２８０】
　なお、本発明の具体的な構成は、前述の実施形態に限られるものではなく、発明の要旨
を逸脱しない範囲で種々の変更および修正が可能である。
【符号の説明】
【０２８１】
１００，２００　モニタリングシステム
Ｍ－１～Ｍ－５　モニタリング装置
Ｃ－１～Ｃ－５　カメラ
Ｅ－１～Ｅ－５　イベント検出装置
Ｒ１，Ｒ２　映像記録装置
Ａ１　通信端末
１０７　加速度センサ
２０１　リアルタイム受信部
２０２　参照データ取得部
２０３　調整アシスト部
５６１　探索部
５６２　特徴データ取得部
５６３　判断部
５６４　更新部
５６５　装置管理部
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